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西都市民体育館
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アマチュア・スポーツのあり方

スポーツは、人々が、楽しみと、よりよく生きるために、他から求めら
れることなく、自らの能力に応じて行をう自由な身体活動である。明るい

光と、すがすがしい環境の中で行なわれるスポーツは、そのまま豊かな国
民生活の形成に役立つものとなろう。
このようにして育まれるスポーツが、あまねく国民の間に行きわたるこ

とによって、健康を国民がつくられ、正しいスボーツマンシップが生まれ

ることを願いここにアマチュア・スポーツを楽しむ人々のあり方を定めた。
アマチュア・スボーツマンは、

1.ス ポーツを愛し、楽しむために、自発的に行をう。
2.ルールに従い、フエアブレーに終始する。
3.常 に相手を尊重しつつ、自己の最善をつくす。
4.ス ポーツを行なうことによって物質的利益を求めない。
5.ス ポーツによって得た名声を利用しない。

(日 本体育協会 昭和45年制定)

************ホ 彙 ************************
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表紙説明

無形文化財日太鼓踊…南国的な朗るい色彩の衣装と

「のぼり」を背負って乱舞する。 I口暦8

′11日 、氏神に五穀豊穣と無事息災を折

念するものです。

西都市民体育鮎概要
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第 34回 国民体 育 大会
"´

☆テ マ☆

口1ホ|の部a史巧b▲吟コ‖L

r

青い空、黒潮の海、あふれる緑、この美しくきよらかな雄大な自然の

中にはぐくまれてきた豊かな人情。

遠い祖先から語りつがれてきたさまざまな神話や伝説は、この大地に、

日本の国づくりの壮大な ドラマが展開されたことを物語る。

この日本のふるさと宮崎に、いま、力強く繰りひろげられるスポーツ

の祭典 “宮崎国体"

この国体に託して、ひとりひとりの心のふれあいをひろげながら、さ

らに明日への限りない発展をめざして、夢と希望にあふれる郷土を築き

あげる。

☆スローガン☆

伸びる心 伸びる力 伸びる郷土

☆シンボルマーク☆

み や ざ き

MiYAZARIの「M」 をデザインしたもので、県民一体となつて国体を盛り

上げる意欲と「伸びる心」「伸びる力」

進する宮崎県の姿を象 徴したものです。

「伸びる郷土」のスローガンを表現し、躍
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この「若いヵ」は.昭和22年に作:ヨ・作出され.第 2回国民体育大会から大会歌として制定され用
いられています。
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fr!)32
日本バドミントン協会

会 長 本 田 弘 敏

第34回国民体育大会バドミントン競技大会の開催にあたリー言ごあいさ
つ中し

あげます。

昨年の長野国体より1年の間に、バドミントン競技は各層に亘つて幅広く着実

に伸長ぃたしてまいりました。

国内に在っては、全日本総合選手権大会をはじめとする各種大会にお
いて、また国際大会としては、第11

回トマス杯大会、全英大会、アジア大会への参加、およびわが国で行われて
いる恒例の国際競技大会が発展

改組され、本年から始められたワールドカツプ79の開催等、内外に亘
つて多大の成果を収めることが出来ま

した。このように実り多い年となりつつあるこの秋に、歴史的由緒ある当西都市で、本大会が開
かれますこ

とは、極めて大きな意義をもつものであろうと確信いたすものであります。

本日からの4日 間、全国各地から参集された精鋭の選手諸君におかれては、どうか日頃努力精進
された技

量を遺億なく発揮され、将来の日本のパドミントンの、よリー層の発展と、諸君ら個
々の向上につながる大

きな成果をもたらす競技に終始されんことを、衷心より熱望いたすものであります。

終りに本大会開催に当り、準備万端お世話くださいました宮崎県ならびに地元西都市の関係各位
に対し、

心から厚くお礼申しあげます。

歓 迎 の こ と ば

第34回国民体育大会宮崎県実行委員会会長

宮 崎 県 知 事 松 形 祐 発

太陽と緑あふれる宮崎の地に、天皇陛下の御臨場を仰ぎ、全国から選ばれた多

数の役員、選手をお迎えして、第34回国民体育大会秋季大会を盛大に開催できま

すことは、113万県民にとりましてこのうえもない光栄であり、心から歓迎を申

し上げます。

私たちは、力と技と美のスポーツの祭典第34回国民体育大会を開催するにあたり、スポーツの振興と文化

の創造をめざし、友情のふれあいを深めるとともに豊かな自然に意まれた郷上の限りない発展 をめざして、

大会のテーマを「日本のふるさと宮崎国体」とし、「伸びる心 伸びる力 伸びる郷土」をスローガンにか

かげて、豊かな心、高い知性、たくましい体をもち、創意と工夫に富む県民性を培いながら、質素を中にも

原点に根 ざした実りある大会となるよう、県民総参加のもとにその実現に努めてまいりました。

国民体育大会の旗のもとに、今ここに集 う選手の皆さん、日頃培われました力と技を遣憾なく発揮 され、

立派な成果をあげられるよう念願してやみません。

また、この機会に宮崎の古い歴史と秋の深まつた日向路の美 しい自然、素朴な人情にも接 していただき、

宮崎国体を皆様方のよい思い出にしていただきますよう願 つております。

おわりに、本大会の開催にあたり、関係各位から寄せられました多大の御支援御協力に対し、深 く感謝申

し上げまして歓迎のことばといたします。
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歓 迎 の こ と ば

第34回国民体育大会西都市実行委員会会長

西 都 市 長  中 武 菫 美
さわやかな秋空のもと、全国各都道府県から選ばれて第34回国民体育大会に参

加されました選手・役員の皆さんにお祝いを申しあげます。第34回国民体育大会

秋季大会バドミントン・高等学校野球 (軟式)競技会の開催は、本市にとりまし

てこのうえもないよろこびであり、 3万 8千市民とともに心から歓迎申しあげま

す。

この晴れの大会に参加されました選手の皆さんは、郷上の栄誉とスポーッの栄光のため、日
ごろ鍛えられ

ました力と技とスポーツ精神を遣憾なく発揮 されて、輝かしい成果を収められ、「日本
のふるさと宮崎国体」

が人生の良き思い出となりますとともに、将来にわたリスポーッの振興のため活躍されます
ことを心から念

願ぃたすしたいであります。

西都市は、市街地からすぐ手のとどくところにある特別史跡西都原風土記の丘にみられるように、古代、

この地方は政治と文化の中心地として葉栄した所であります。市内の随所にその遣跡、伝承地をみることが

できますが、特に太陽と緑の大自然の中に三百数十基点在する西都原古墳群に、日本のふるさと
の姿をみい

だし味ゎってぃただきたいと思います。どうかこの機会にご散策願えれば幸いに存じます。

本大会の開催にあたり、私どもは誠意を尽 して準備に万全を期してまいりましたが、不行届
きの点は何分

ご容赦 くださいますようお願い申しあ|ザます。

おわりに、関係各位から賜わりましたご指導と絶大なるご支援ご協力に対し、深 く感謝を申しあげ歓迎
の

ことばといたします。

歓 迎 の こ と ば

宮崎県バドミントン協会

会 長  相 澤 尚 夫

高く澄みきった秋空の日向路に、全国各地より第34回国民体育大会バドミント

ン競技に参加する精鋭 380余 名をお迎えするに当たり、、宮崎県のバドミントン

に関係するわたくしたちは、心より歓迎申し上げます。すでに3年前からこの大

会で皆様に少しでも満足していただこうと懸命の努力を尽くしてま
いりました。

速くよりお越しいただいた皆様に、行き届かないことが多いかと思
いますがおゆるしください。

本大会をゎたくしたちは、「日本のふるさと宮崎国体 」と名付けております。なかでも当西都市
は、遠く

神代の伝説に富んだ地で、男狭穂(オサホ)塚、女狭穂 (メ サホ)塚を始め、大小300余基の古墳が点在しま

す。この歴史の古い土地で、新しいスポーツの一つであるパ ドミントン競技が行われるのも意義有る事と思

います。

選手の皆様、どうぞ郷上の名誉の為、日頃鍛えた力と技を、充分に発揮し立派
な試合を展開されますよう

お祈りいたします。

終りに臨み、西都市当局をはじめ、関係者各位から寄せられました
ご支援、ご協力に対し深く感謝申し上

げまして歓迎のことばといたします。
-5-



く天皇杯》 く皇后杯〉

国民体育大会天皇杯・皇后杯授与規程

天皇杯は男女総合成績第 1位の都道府県、皇后杯は女子総合成績

第 1位の都道府県に授与する。

2.第 1位が2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。

天皇杯及び皇后杯は秋季大会閉会式に授与し、次回冬季大会最初

の競技会開会式において返還する。

天皇杯又は皇后杯を授与された都道府県は、次の各項の義務を有す

る。

信託会社又は確実な金庫に保管する。

破損、紛失等の場合は当該都道府県の責任とする。

財団法人日本体育協会が優勝都道府県名刻印のため又はその他の必

要によリー時返還を求めた場合は、これに応じなければならない。

一，

第 1条

第 2条

第 3条

(1)

(2)

(3)

´…■

"い■

熙朦

「
==甲=¬曖

===二
二_二_二
=」

本規程は昭和41年 4月 1日 制定

昭和 45年 1月 22日 一部改訂

昭和 48年 7月 10日 一部改訂

昭和 54年 5月  9日一部改訂

附 則
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第 1条

2

第 2条

第 3条

(1)

(2)

13)

(4)

附 則

国民体育大会会長 トロフイー (以下「大会会長 トロフ ィ
ー」というo)は 、各正式競技男女総合成績第 1位の都道
府県に授与する。

第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有
する。

大会会長 トロフイーは、競技会表彰式に授与し、次回大
会開始式において返還する。

大会会長 トロフィーを授与された都道府県は、次の各項
の義務を有する。

責任をもつて保管する。

破損、紛失等の場合は当該都道府県の責任とする。

優勝の刻印を次回大会までに行うものとする。ただし、

第 1条第 2項の場合は当該都道府県で協議して決めるも
のとする。

財団法人日本体育協会が必要によリー時返還を求めた場

合は、これに応じなければならない。

本規程は昭和 41年 4月 1日制定

昭和 48年 7月 10日一部改訂

昭和 54年 5月 9日一部改訂

バ ドミントン競技成績採点方法
(1)競技得点算出方法

(2)男女総合 (天皇杯)、 女子総合 (皇后杯)成績決定方法
男女総合、女子総合成績は、それぞれ下記ア、イ、ウの得点を合計したものとする。
ア 競技得点
(1)の 得点合計の第 1位の都道府県に12点、 2位 9点、 3位 8点、 4位 7点、 5位 6点、 6
位 5点、 7位 4点、 8位 3点の競技得点を与える。ただし、同点の場合は当該都道府県でそ
の順位を共有し、次の順位を欠位とする。得点は、次順位の得点を加え、当該都道府県で等
分する。
イ 種別優勝得点
各種別の第 1位の都道府県に種別優勝得点1.5点 を与える。ただし、第 1位が2都道府県
以上の場合は1.5点 を当該都道府県数で割つた得点とする。
ウ 参加得点
大会 (地区予選会も含む。)に参加した都道府県に参加得点 1点 を与える。

ユ
電
Ｆ

―

　

▲

▼

　

▲
口

■

‐１

，

■

■

天皇杯種別 皇后杯種別 競 技 得 点 算 出 方 法

成年男子

成 年 女子

少 年男子

少 年女子

成年女子

少 年女子

各種別 (部 )の 1位 に12点 、2位 9点、3位8点、4位 7点、5位～8位

各4.5点 を与えその得点合計(成年男子については、一般、教員
の部の得点合計によって1位 に12点 、2位 9点、3位 8点 、以下8位
3点 とする)で競技得点算出順位を決定する。ただし、同点の場

合は、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。
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(順不同・敬称略 )

競 技 会 役 員

松 葉

森

´
．　
去

篤
　
尚

草

澤

秋

相

寿

雄

正

政

下
，　
口

松

小

徳兵衛

ｖ
千

友

井

森

磨

徳二郎

康

美

敏

敏

治

一

一

郎

椰

夫

男

明

二

雄

郎

任

司

可

昇

区

重

弘

兼

勝

好

俊

六

伝

貞

芳

　

武

鎮

四

　

　

長

武

田

田

田

松

渡

藤

本

野

川

下

西

井

川

上

島

屋

山

中

本

広

柴

兼

石

清

鈴

日

吉

宮

安

今

中

池

四

脇

横

長

長

長

会

　

　

会

誉名

会

副

郎

宏

・郎

男

憲

満

雄

人

男

見

男

巌

汎

美

三

淳

忠

次

正

　

忠

茂

枚

人

正

　

　

松

沢

宮

方

岡

山

上

岐

倉

玉

山

畑

方

雲

谷

伊

小

緒

村

横

井

壱

岩

児

横

小

緒

三

関

郎

吉

■

彦

雄

淳

一

一

郎

輛

光

美

三

　

　

　

矩

宇

藤

純

清

規

　

英

喬

義

健

義

正

崎

橋

崎

水

水

藤

末

尾

　

城

田

木

地

松

岩

穴

清

後

永

中

林

結

藤

黒

郎

郎

正

郎

伝

一

三

右

史

薫

光

男

三

二

源

祐

　

十

　

喜

一

庸

祥

　

景

芳

山

本

　

川

村

田

谷

田

田

成

原

丸

自

山

原

市

中

織

神

藤

石

俊

梶

米

阿久津 順 一

市

美

成

昇

善

義

端

藤

藤

川

後

江

勇

雄

一

郎

博

雄

健

夫

輝

三

二

　

四

勝

二

喜

藤

常

辰

　

秀

盛

田

　

部

本

回

野

藤

尾

福

須

原

矢

栗

坂

天

内

横

稲

二

夫

正

男

次

義

明

人

雄

雄

直

勇

雄

美

賢

保

　

敏

良

通

　

利

次

幸

　

　

安

房

田

野

武

野

本

部

木

辺

田

原

永

坂

玉

利

我

角

狩

中

矢

補

曽

黒

山

富

寺

吉

松

児

足

先

之

敏

雄

幸

郎

次

臣

憲

倍

作

澄

厚

ネ

宏

百

貞

光

十

豊

孝

義

　

公

清

　

ミ

井

沢

砂

口

野

島

野

軒

野

万

三

中

　

玉

今

宮

浜

橋

日

鹿

河

河

矢

阿

児

田

堤

児

参    与

登

美

典

雄

光

夫

二

慶

通

義

久

野

尾

尾

野

水

持

小

杉

稲

河

清

土

敏

治

義

恒

政

宗

口

宮

高

木

根

橋

小

日

黒

松

百合子

喜
―
‐

郎

夫
　
輝

千〓
一　
多

嶺

日

長

後

14信

猛

町

沢

大

有

義

知

美

国

行

春

武

日

本

中

浜

自

晃市郎

尭 弘

恵次郎

利

無

田

足

雨

高

貝」

-8-

顧1  問



康

喜

裕

秀

川

野

谷長

河

男

博

勝

男

澄
　
　
　
　
国

方
　
　
藤

塚

緒

西

安

柿

千鶴男

戸

武

下

田

砂

杉

鵜

中

松

野

浜

上

二
　
夫

徳

郎次

昭

基

光

万

木

北

見

本

青

今

里

並

博

雄

丸

芳

哲

貞

衛

生

美

徳

宗

昌

村

川

野

北

押

上

義

禎

隆

兼

市

司

博

一

典

一

壮

雄

金

誠

定

庄

邦

英

　

政

津

尾

師

浦

永

水

高

ロ

川

寺

図

松

豊

清

日

小

参   与

男

一

一

一

明

雄

利

薦

一

公

栄

鉱

義

広

正

武

寿

俊

崎

飼

藤

　

山

山

本

島

坂

尾

小

伊

北

中

穐

岡

中

保

士

一

徳

彰

茂

孝

美

一

平

二

重

一

正

良

美

　

　

　

昌

庄

　

啓

昭

幸

原

浦

本

田

山

田

野

浦

田

　

地

野

々

上

松

佐

広

上

志

上

松

岩

東

新

吉

寿

紀

美

志

典

子

丸

博

作

男

三

助

登

勇
　
裕
　
隆
　
隆
　
貴
　
貞
　
　
　
公
　
郁
　
正
　
雄

田

内

重

斐

島

田

下

　

王

　

友

口

野

和

山

大

甲

茅

松

松

西

児

清

長

橋

小

之

典

裕

久

市

崎

高
　
川

史

実

忠山
　
田

横

福

夫

記

尚

基

澤
　
藤

相

伊

雄

夫

安

牧

藤

岡

内

花

敏

武

道

久

雄

武

晃

雄

明

怜

夫

敏

一

敏

生

文

雄

典

男

男

巌

之

恒

　

昌

忠

安

　

　

義

嘉

　

一二

　

幸

英

和

良

幸

久

幸

道

　

種

口

岡

田

上

田

田

豆

根

村

根

藤

斐

毛

永

下

上

原

崎

浦

口

部

田

之

橋

浅

池

井

杉

福

伊

関

野

山

加

甲

蓑

徳

竹

井

寺

川

松

坂

本

原

委 員 長

副 委 員 長

委   員

五十里 光 秋

川 _上

布 引

二 須

弘
　
一
一　
次

修

徳

房

暁

男

一

郎五

隆

　

　

稔

清

小

垣

沢

井

場

多

板

神

遠

相

内

人

雄

蔵

美

学

夫

博

雅

幸

良

久

　

一

定

則

男

功

男

広

武
　
一　
　
　
一　
文

千鶴男

辺

山

田

野

口

　

師

田

元

田

日

高

藤

渡

村

井

河

橋

奥

図

野

橋

和

橋

秋

佐
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競 技 役 員

上 山   茂
一　
男

武

徳

鉱

公
　
　
美

藤

崎

岡

木々

伊

尾

浅

佐

雄

茂

二

記

夫

徳

治

幸

　

昭

基

統

光

良

山

武

本

藤

城

見

口

村

中

青

伊

家

里

野

利

敏

司

一

子

重

　

　

忠

伸

富

口

斐

曲

島

原田

谷

甲

津

児

大

洋

男

利

子保

知
　
一　
美

奈

野

方

藤

窪

清

緒

斉

中

満

敏

樹

勝

子代

勝

和

直

　

　

佳

川

本

山

玉

田

石

鈴

内

児

神

競 技 委 員 長

競 技 副 委 員 長

総 務 委 員 長

総 務 副 委 員 長

総 務 委 員

補 助 員

総合成績計算委員長

総合成績 計算委 員

審   判   長

副 審 判 長

審   判   員

審

大 重 裕 美  土 工 冨志夫

黒 本

田 中

松 本

奥 野

湯野宮

荒 川

中 山

熊  給

奥

小 浜

加 藤

松 岡

蔵

典
　
一　
み

良

隆

幸

あ

田

島

毛

場

井

茅

蓑

木

生

利

江

和

宗

俊

下

　

　

田

之竹

泊

町

尾 崎 敏 行

一

雄

一

哉

弥

志

夫

実

臣

登

栄

孝

俊

俊

徹

佐

信

　

博

飼

川

武

園

高

　

村

井

崎

小

細

春

前

日

南

中

福

岩

久

男

也

次

夫

志

紘

英

一

士

忠

次

大

孝

富

孝

保

幸

誠

上

山

中

盛

高

中

木

木

場

井

片

田

稲

日

野

轟

黒

坂

雄

道

明

二

三

光

郎

郎

一

一

口
当

文

昌

広

泰

昌

博

元

勝

講

真

倉

田

山

島

山

本

川

山

山

玉

小

池

中

中

鷺

松

荒

森

松

児

雄

徳

敏

美

博

子

助

男

夫

美

代

代

美

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

千

富

秀

秀

拓

正

良

甚

文

一

秀

文

美

也

市

生

寛

本

村

宮

仲

美
　
夫千

正

三

藤

田

斉

和

任

員

〓Ｉ線

線 士ロ　　モ
大

順

良

村

藤

本

斉

子

薫

郎

美

　

　

義

尾

塚

藤

杉

鬼

江

彦

誠

憲

利

　

　

英

田

下

村

前

坂

新

子

次

裕

宗

中

越

竹
　
川

親

士
　
弘

徳
　
久

村

斐

切

田

甲
　
岩

枝

司
　
人

一　
光

正

木

島
　
田

大

鹿

福

儀

夫

夫

正

久
　
道

野

藤

留

小

近

徳外 山 博 志

則

亨

子去
ヽ

克

　

　

み

斐

浦

地

甲

松

菊 後 藤 公 子

姫 野 正 夫樹
　
一　
信
　
一　
介

子

秀

京

政

洋

太

睦

本

田

木

山

藤

清

黒

村

鈴

上

加

妙

郎

浩

二

俊

　

　

憲

上

井

野

村

安

吉

広
　
穂

洋

和

初

善

武

池

名

中

長

新
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一　

彦

裕

由

木

富

茨

安

定

仁

木

重八

黒

猪

田

藤

斉

佐

彦

卓

子

善

　

　

律

島
　
島
　
田

中

笠

津

聖

代

宗

倫

玉

永

児
　
冨

越

坊

河
　
本

代

二

千八
　
真

崎
　
師

宮

図

弓
　
美

真

由

丸

易

金

永

和
　
一　

司

良

光
　
圭

西
　
玉
　
田

大
　
児

杉

松 川1 康 彦

清 秀

貴代美

部 容 子

方 妙 子

田 富士代

史

男

誠

夫

子

一

春

文

和

哲

　

月

洋

耕

千

広

師

山

井

口

石

藤

　

坂

図

松

永

溝

高

後

泉

岩

員
　
員■″

委
　
月補

録

任

員

員

任

助

主

委

―

主

補

行

行

　

　

録

進
　
進

　

　

記

員

任

員

員

口

主

委

ロ

補
　

　

　

　

補

一不
　
一ホ

占
¨
　
占
¨

:こ

ャ ト ル 主 任

ャ ト ル 委 員

ン

ン 子

子

夫

子

枝
・　
　
　
　
　
よ

美

敏

文

き

間

葉

広

下

久佐

松

末

庵

清  水 律 子

知 子

千枝子

子

美

苗

子

子

子

恵美

浩

早

時

貴

朋

田

野

合

中

藤

野

地

ロ

永

矢

落

田

後

矢

島

橋

里

子

子

代

み

子

口
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
）

由

洋

和

昭

ひ

優

浦

野

合

崎

　

原

阿

緒

長

松

矢

成

河

森

星

浩

子

子

子

子

子

美

枝

子

美

美

恵

　

理

　

　

　

　

代

由

理

紀

真

豊

久

鈴

芳

貴

万

生

友

端

坪

原

牧

阿

丹

長

川

大

平

小

由美子

恵美子

美保子

寿奈子

知恵子

育 世

小百合

広 子

谷 口

香 川

荒 木

岡 田

黒 木

丸 山

森 川I

片 渕

近 藤

堀

今 井

海老原

平 川

内 田
′
lヽ  ,甫

小佐治

飯 田 桂 子

子
　
一　

子

祐

良
　
愛

任

員

主

委

一ホ
　
一ホ

掲

掲

任

員

主

委

道

道

報

報

任

員

主

委

送

送

放
　
放

補 助 員

緒 方 妙 子

記

雄

久

男

保

文

俊

紀

み

代

志

彦

樹

浩

と
　
千

ひ

美

隆

寿

英

田

斐

瀬

丸

山

洞

木

甲

楠

金

横

員

任

員

員

鳳

主

委

Ｂ

補

　

　

　

　

補

集

集

召
　
召

木 下 雅 志  中 村 勝 義
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競 技 会 係 員

横 山 人 見

一

倍

男

敏

英

己

繁

治

守

長

長

係

好

　

澄

恒

睦

高

宏

正

旺
　
伴

松

万

方

口

井

田

　

口

田

　

，

．

兼

阿

緒

橋

本

原

芝

川

和

班

副

接

博

丸

長

長

係

係

係

係

長

長

約

　

ｌ

定

貞

　

班

務

灘

賓

制

　

班

師

下
　
　
　
　
　
　
ィ

　

　

具

員

　

　

　

，

図

松

班

副

総

役

来

器

班

副

部

長

長

長

員

郎

本
部
料
場
部

括

本

副

会

本

統

1島 加 代

二

保

健

美

沢

藤

池

江

弘

彦

幸

敏

松

削

兼

弓

栄

弘敦

飛

藤

横

斉

野

斐

上

矢

甲

井

男

一二

子

忠
　
一　
邦

川

森

武

黒

小

中

美

久

隆須

削

那

弓

林

孝

雄

正

忠

山
　
田
　
村

桐

杉

中

国 府 俊 郎

猪 股 康 治

美

史

子

明

志

子

キ

久

忠

卜

文

博

紀

野

山

玉

村

田

実

河

横

児

中

西

森

雄

敏

子

生

二

幸

数

赫

一

恵

原
　
口
　
丸

　

　

田

寺

沼

金

辻

増

治

昭

正浦
　
野

松
　
小特別接伴班

特別,歩タト班

総務広報・市民運動部

部   長

副 部 長

総 務 班

財 政 班

正

祐 子

やすみ

里
一

長

長

係

班
　
外

班

副

渉

光
　
文

健

嘉

師

良

図

米

実

栄

夫

み

重

す

政

　

　

盟

や
　
勝

藤

飛

木

上

田

伊

横

黒

井

藤

美

義

男

男

正

実

治

一

献
二

郎

欧

昌

隆

孝

孝

　

政

正

与

明

与

八

明

野

砂

井

井

野

藤

砂

橋

水

橋

本

水

上

浜

吹

吹

矢

伊

浜

船

元

船

黒

元

黒 木 八 郎

鬼 塚 綱 雄

財 政 計 画 係

営 業 施 設 係

物 品 調 達 係

班     長

副  班1  長

会  計  係

隆
　
子

憲

弘

下

尾

本

杉

栄

海

竜

春

武
　
川

中

黒

-12-
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夫

雄

光

明

郁

貞

和

三

日

原

下

合

原

松

松

成

次
　
一　
次

　
一
　

一

正

真

正

孝

真

美

田

美

生

田

深

原

深

丹

原

夫
　
一　
洋

次
　
一　

澄

洋

郁

英

公

正

真

実

公

田

水

輪

美

田

尾

輪

原

清

三

深

原

杉

三

稔

稔

直

郎

巳

澄

次

良

清

博

真

田

日

本

井

砂

山

前

前

黒

滝

浜

横

男

英

みと

紀

睦

ひ

浦

井

長
　
長

係

郎

敏

子

夫

一　
和

元

郁

砂

川

野

田

浜

押

矢

原

広 報 班

市民運動班

施設・競技・式典部

部   長

副 部 長

施 設 班

競 技 班

式 典 班

班     長

副  班  長

広 報 宣 伝 係

報 道 機 関 係

取  材  係

班:    長
副  班1  長

市 内 美 化 係

会 場 美 化 係

協力[』体要請係

設 営 装 飾 係

班

日」

式

班     長

副  班  長

総合成績計算委員

記録収集速報係

記 録 印 刷 係

黒 本 虎 男

押 川1 和 敏

河 野 清三郎

吉 田 みどり

横 山 忠 史

清   恵美子

松 下 和 光

博

徳 明

雄

男

長

長

鶴

幸

千

原
　
田
　
　
　
ョ

寺

野

班

副

秀

功

一

武

美

男

二

豊

明

士

雄

信

二

男

子

章

茂

茂

秋

男

喜

　

忠

　

久

碩

健

　

義

剛

幸

吉

健

紀

恵

隆

　

　

交

虎

頭

村

村

口

原

上

田

野

永

沢

井

　

輪

原

方

沢

浦

下

口

武

武

谷

ホ

西

新

岩

岩

橋

小

井

原

河

徳

池

黒

関

二

寺

緒

池

小

松

山

中

中

塩

黒

昭太郎

昭太郎 忠

憲

明

光

義

和

一二

祥

友

高

〈
口

水

長

日

成

元

康

利

正

重

田

藤

野牧

島

二

英

季

男

文

健

睦

英

喜

寛

沢

井

高

野

田

池

本

日

吉

太

長

長

係

係場

班

技

会習

班

副

競

練

小

本

洞

班
　
典

敏

重

博

勝

達
　
田

伊

藤 itti 橋 秀 夫

-13-
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治

治

正

正

砂
　
砂

浜

浜

之

勝

重

裕
　
　
勝

市

田

田

部備

高

原

藤

警

用 具 班   班     長

副  班  長

用  具  係

宿泊・輸送・救護・衛生・接伴案内・観光・

部   長
副 部 長

宿 泊 班

典

留

安

安

典

二

文

人

次

昇

秀

敏

雄

久

　

重

重

伴

健

嘉

武

政

　

喜

富

治

崎

田

武

武

武

沢

良

原

良

爪

口

田

田

川

岡

中

中

中

池

米

篠

米

田

橋

富

原

巳

守

常

城

利

博

俊

久

春

武

肇

雄

夫

四

博

　

　

欧

幹

泰

　

　

邦

　

　

十

　

　

浩

教

秀

砂

田

武

　

良

屋

中

削

口

田

村

田

上

浜

神

中

林

米

関

田

弓

橋

原

田

清

井

貝」

長

長

庄

武

班

浦

元

松

橋

班

副

係

　

ス
係

係

画
　
　
ビ
画

―

　

　

．
十

ヨ

〓
．
　
　
サ
ョ
‥
Ｈ

宿
　
　
立
導

配

　

献
指

宿

田 中   隆

男

男

郁

郁

清

清

也

二

洋

敏

夫

治

雄

利

男

澄

光

武

功

俊

勝

哲

一

　

種

丈

定

忠

邦

輝

真

政

　

　

智

口

田

田

畑

島

万

村

土

部

山

　

田

原

口

谷

溝

原

池

小

鹿

阿

中

惣

本

横

迫

原

小

橋

関

保

一

寛

敏

行

行

光

之

美

幸

功

也

憲

博

明

直

美

　

　

博

勝

直

健

勝

隆

為

尚

広

和

　

敏

良

藤

藤

中

野

　

府

師

代

須

方

日

本

高

木

友

木

江

近

田

奥

原

国

図

藤

郡

緒

谷

黒

日

黒

長

黒

敬

男和

川

良

黒

米

野 村   透

清   郁 男

展

安

祥

重

本

武

黒

中

明
　
雄

嘉

忠

藤

山

斉

高

長 友 唯 男

斉 藤 嘉 明

連絡所主任 穂 北 支 所

右 松 公 民 館

法 元 公 民 館

赤 池 公 民 館

宝 足 公 民 館

四 日市 公民館

清 水 公 民 館

弁当調達引換係

寝 具 調 達 係

班     長

副  班  長

輸 送 計 画 係

小野原

小野原

久 島

剛

剛

英 晴
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晴

飲

実

男

英

庄

　

　

孝

島

武

田

藤

久

中

杉

安

剛

助

雄

雄

雄

貞

幹

原

口

原

浦

　

島

野小

橋

松

松

　

久

幸

子

利

恵

川
　
越

十

宮

長

長

係

係

係

長

長

班
　
護
一
車
　
費
一　
　
班

護
　
療

班

副

救

救

医

班

副

子
　
子

喜

寿久
　
修

美

塚

木

中

鬼
　
黒

田

成
　
ヨ
　
行

代

キ

一　

ミヽ

正

千

糎

佐

菅

長

木

藤

原

友

雄

三

幸

敬

本

下

岩

井

班

備

急

　

　

班
　
通

班

副

警

救

班

副

交

明

男

男

浩

的

剛

寛

寿

幸

章

寿

次

忠

忠

邦

明

男

男

成

信

子

満

子

子

寛

美

保

次

修

盛

盛

喬

夫

安

隆

英

継

潔

潔

升

嘉

章

春

　

　

　

暢

正

利

　

正

重

義

義

秀

重

道

道

一

正

豊

　

マ

幸

　

溢

美

信

　

邦

邦

　

保

昌

　

種

重

正

正

５．

藤

本

田

木

野

断

藤

越

川

友

越

　

砂

砂

西

師

ロ

ロ

木

野

中

方

浦

高

武

野

野

本

木

本

木

中

武

甲

屋

田

松

岡

岡

　

一

斉

黒

坂

黒

吉

小

斉

河

十

長

河

堤

浜

浜

大

図

坂

坂

椰

池

山

緒

松

日

中

高

河

八

黒

黒

黒

山

中

愛

関

原

兼

村

村

救 護 班

衛 生 班

接伴案内班

観 光 班

警 備 班

輸  送  係

輸送案内標識係

予防衛生指導係

ゴミ・し尿処理係

班      長

副  班  長

接 待 用 具 係

按伴係 (駅 前)

(体育館 )

英 晴

佐 山 真 喜

児 玉 慶之祐

児 王 慶之祐   浜 砂 武 光

長 友 英 光

高 橋 美智子

郎

子寿

俊

久

島

塚

鹿

鬼

一　
子

公

徳

部

野

本

日

生
　
子

松
　
尚

砂

方

浜

緒

武

武

中

中

班
　
内
雅
案
リ
光
産

班

副

観
特

受 付 案
(駅前・
1内 係
会場 )

清   恵美子   松 下 息 子プログラム販売係

長

長

土産
介係

寛

寛

関 屋   隆

各 当 務 隊 長

小 浦 羊 子

長

長

係

係

長

長

係

交 通 班



¬

駐 車 場 係  村 岡 正 潔  池 田 昌 業  中 武 資 貴

競 技 会 補 助 員

妻高等学校 ( 60名 )

妻中学校  ( 47名 )

妻南小学校 (127名 )

プ ラ カー ド

プラスバ ンド

鼓  笛  隊

協  力  団  体

西都警察署・妻高等学校・西都商業高等学校・市内小中学校・西都地区交通安全

協会・西都市消防団・西都市婦人連絡協議会・西都農協婦人部・西都市青年団協

議会・西都市SAP会 議・西都市体育協会・西都青年会議所・はまゆうバ ドミン

トンクラブ・ボーイスカウト・体育指導委員会・西都市スポーツ少年団・西都商

工会議所 。西都農業協同組合
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開 始 式

式  典
10月 15日 (月 )

公開演技 鼓笛隊妻南小学校 127名

表 彰 式  10月 18日 (木 )

次   第

バドミントン諸会議日程表

西都市民体育館

競技開始  9:30

順序 次 第 民手   亥」 要 ti il「

=
役員・選手団集合開始

開  式1  予  告 8 0 放 送

開 式 通 告 8:20 放 送 フ ァ ンフ ァー レ・ 吹 奏

選  手 |』  入 場 8:2: 競 技 会 会 長 登 壇 行 進 曲 ・ 演 奏

競 技 会 開 始 宣 言 8:36 競 技 会 委 員 長

「 君 が 代 」 斉 唱 8:37 全 員 注 目 君 が 代 ・ 演 奏

ト ロ フ イ ー 返 遺 8:38 競 技 会 会 長 得 賞 歌 ・ 演 奏

競技会 会長あいさつ 8:39 1競 技 会 会 長

歓 迎 の こ と ば 8:42 西 都 市 長 ・ 宮 崎
バ ドミン ト′協会

||:

1_

表 F. 8:48 競 技 会 会 長

閉 式 通 告 8:58 放 it フ ア ンフ アー レ・吹 奏

10 澤_手 団 退 場 |

8:59 放 ,■ 行 進 曲 ・ 演 奏

次 一哺 時    刻 要 令貞 備 考

役 員 ・ 選 手団 整 列

開 式 通 告 14:00 放 フ ァ ンフ ァー レ・ 吹奏

選  手 111 人 4,]14:ol 競 技 会 会 長 登 壇 行 進 曲 ・ 演 奏

成 績 発 表 1 0 競 技 委 員 長

表 1 2 競 技 会 会 長 得 賞 歌 ・ 演 奏

競技会会長 あいさつ 14:30 競 技 会 会 長

歓 送 の こ と ば 14:33 西 都 市 長

「 君 が 代 」 斉 唱 14:37 全 員 注 目 君 が 代 ・ 演 奏

14:38 競 技 会 委 員 長
g lm .fr ii * 14:39 放 ,1 フ ァ ンフ ァー レ・ 吹 奏

10 選  -1 1』  退 場 14:40 放 行 進 曲 ・ 演 奏

会 議 名 月 Ll 時 間 会  場 所  在  地 電  話

審 判 会 議 10月 14日 15 :00 西都市中央公民館 西都市大字妻2534～ 1
09834
3-1111

内線
612

監 督 会 議 10月 14[I 17 :00

全国理事長会議 10′ 114日 19:00
西都原 御陵墓 前広場
(雨ヌ:aキ・ あいそめ館 )

西都原
９

一
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ロ
エ
■
■
日支＋イ

ヽ

主
兄
書
ル

ンｋ
ｒ

ンヽ
ヽ
ヽ

ド
バ

試合順序および開始時刻 (タ イムテーブル)

ヽ
ヽ
~~｀
ヽ

月主望

第

El

目

10
月
15
日
(月 )

ヽ
l 2 3 4 5 (,

始 式
8:20

9:30 T T   2 T   3 T   4 T   5 T   6

11:00 T   7 T   8 T   9 T  10 T  ll T  12

12:30

14:00

T  13 T  14 T  15 1ヽ M   2 M   4

M  5 M  6 M  7 M  8 M   9 B

15:30 B    2 G C   2 L L   2 T  16

17:00 T   17 T  18 T  19 T  20 M   13 M   10

第

日
目

10
月
16
日
伏)

9:00 T  21 T  22 T  23 T  24 T  25 1｀    26

10:30 T   27 T  28 T  29 T  30 T  31 B   3

12:00 B    4 B   5 B    6 G   3 C    4 G   5

13:30 G    6 L   3 L   4 L   5 L   6 M  ll

15:00

16:30

M  12 M  13

T  36

M    14
´
II｀   32 T   33 T   34

T   35 1・    37

第 10
-1月

l, 17
口 日
目 (水 )

9:30 B   7 3   8 T  40 T  41

11:30 |

L   7 L   8 G   7 C   8

13:30 T  44 T  45

第 10
1■ 月
11 18
:1 [I

[1山

9:30 M  17 L   9
‐
I:｀   46 B    () G   9

11:30 M  18

l4:00 表 彰 バ

は決勝戦   =====は 3位決定戦

M:成年男子 (一般) T:成 年男子 (教員) L:成 年女子 B:少 年男子 C:少 年女子

競 技 前 の 注 意

l オーダー用紙は試合開始30分前にオーダー交換所に提出 してください。
2 選手は試合開始20分前に所定の選手集合場所に集合 し、当試合の主審の指示に従ってくだ
さい。

3 ベンチヘ入場行進の後、当試合の組合わせによる若番のチームから最初に5分間ずつの練
習時間が与えられます。
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開 始 式 10月 15日 (月 ) 8時 20分 西都市民体育館

10月 15日 (月 ) 10月 !6日 t火 ) 10月 17日 (水) 10月 18日 (木 )

成年男子 (教員の部 )

1回戦 (15試合)

9:30～

成年男子 (教員の部)

2回戦 (11試合)

9:00～

成年男子(教員の部)

準々決勝 (4試合)

9:30～

成年男子 (一般の部)

成年男子 (教員の部 )

成年女子

少年男子

少年女子

3位決定戦

9:30～
少年男子

2回戦 (4試合)

10:30～

少年男 チ

準決勝 (2試合 )

9:30～

成年女子

準決勝 (2試合)

11:130～

少年男子

1回戦 (2試合 )

14:00～ 12:00～

少年女子

21]戦 (4試合 )

少年女子

1回戦 (2試合 ,

15:30～

成年女子

2回戦 (4試合)

13:30～

少年女子

準決勝 (2試合)

11:30～

成年男子 (一般の部)

3回戦 (4試合)

13:30～

成年男子 (一般の部)

準決勝 (2試合)

11:30～

成年男子 (一般の部 )

成年男 子 (教員の部 )

成年女子

少年男子

少年女子

決勝戦

11:30～

成年男子 (教員の部)

3[11戦 (8試合)

15:00～

成年男子 (教員の部,

準決勝 (2試合)

13:30～

成年男子 (一般の部)

l回戦 (2訳合 )

2回戦 (8訳合,

12:30～

成年女子

l回戦 (2試合)

西

者|:

市

1(

(本

育

闘ヽ 成年男子 (教員の部 )

2回戦 (5試合 )

15:30～

表 彰 式 10月 18日 (木) 14時 00分 西都市民体育館
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バ ドミン

成

トン競技組合 せ表

年 男 子 (T)
(教員の部)

15日  1 16日 17日 17[l

(M)

16日    1  15日

・
一

口

崎

玉

知

山

城

京

崎

良

知

井

阪

取

島

岡

島

馬

児

山

宮

埼

愛

富

宮

３‐

３２

３３

３４

３５

３６

3位決定戦

石

沖

山

和

岡

千

長

秋

岐

佐

香

栃

島

新

山

福

滋

三

茨

大

徳

兵

青

川 1

縄 2

梨 3

歌山 4

山 5

葉 6

野 7

田 8

阜 9

賀 lo

'‖

11

木 12

根 13

潟 14

15:30(66 04)9:00

⑩2)16:30 i

25t 5)9 :00

S 2,11 :00

24賞 k

25広

本

島

都

手

媛

9:3α 10
15 : 004@ 26カミ

271岩

28愛
17:0(Xl()

l7 :0q2@
9:30(3⑩

3)11 :00

04口 :00

05)ll : oo

29神奈川

30,1ヒ海道9:3α20

9:3α 3③

9 : 30(4@

9:3α 5(3)

15:Oα 5て〕

Q5)9:30

04,16:30

c!6) e : 30

1611

⑬(2)15:00

⑪ 6'11:30

④ 6)9:∞

03)16:30

17:((X3⑩

17:0(X40
01)10:30

⑬2,10:30

13:30(20 ⑤ 5'13:30
⑫
(3)

11 : 30

形 15

岡 16

賀 17

重 18

城 19

分 20

島 21

庫 22

森 23

I : 001@

9:Oα 20

6'11 :00

1)12:30

2)12 :30

3)12: 30

37 東

38 長

39 奈

40 高

41 福

42 大

43 鳥

44 鹿

45 青争

46 福

47 1羊

15:006て)

9 : 3ff4(,

17r]

11:3(15()

03'10130

€q4)10 :309:3α 6⑥

~~~~~¬

11 1 0α
ll:2

13:3α 6()

05'16:30

9:00(3 0

17:0(X5X趣 )

①
(3)

9 :30

15日

成 年 男 子

定戦

Ｋ̈
″
立
ロ
ヽ
ノ
　
　
‐‐

σ

　

ＦＩ

几
又

　

１８

６
”´一

6ri5)ro:30

15[|

00

04,14:00

10神奈川

11香 川
12宮 崎

13岡  山
14青 森
15大 阪
16静 岡
17福 岡
18石 川

千 葉 1
和歌山 2

鳥 取 3

愛 知 4

富 山 5
熊 本 6

山 形 7

徳 島 8

北海道 9

l2 : 3d40

12:3α 60

14:0(Xl(I)

1,

1

◎5)14:00

11 :30 (1413)15:00
15 :001@ C6｀12:30

い
、） 位決

⑫
{1)

9 :30
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大 阪 1

新 潟 2

北海道 3

宮 崎 4

岐 阜 5

熊 本 1

岡 山 2

石 川13

宮 城 4

奈 良 5

新 潟 1

愛 知 2

山 形 3

宮 崎 4

千 葉 5

15 FI 161」

13:3(X2()

年

18日

⑩
(2)

11 :30

3位決定戦

年

18:|

′~」~

17日

02)11:30

子

17日

③2)9:30

04回 :30

L女成

,

1:3α l(7)

13 : 3U3r-4-

15〔」 16[l 17[1

10:3α 60

9:3(Xl()

15日 16[l 17日

l2 : 00(40

15 : 3q20
11:3α 3(D

1210α 50

少 年 女 子 (G)
18日 17 FI 1611

16日 151ヨ

()(4)13:30

② 5)15:30

◎ 5)13:30

16日 15日

C)11)15:30

⑥3■ 2:00

151]

06)12:00

17日

15:3α 4

14 : 0060

_¨__ユ____
l r9)|
| (2,  |

lo栃

6香  川|

7宮 崎

8岐 阜

9」し海道

10栃 木

6熊 本

7北海道

8高 知

9岡  山

10大 阪

6岡

7香

8 負姜

9青

山

川

本

森

木

「■フ,
ヽ
・／
イ

ン
B

⑩
(4)

11 :30
0(X1

―
―
―

ト
ー

3位決定戦

⑨
(4)

9 :30

⑩
(5)

11 :30

3位決定戦

⑨
(5)

9 :30

CH)13:∞

○は試合番号

()は コー ト番号

5
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バ

バ ドミン トン競 技 につ い て

パ ドミントン競技は、ネットをはさんで、二組の

競技者が、シャトルコックと呼ばれる、水鳥の羽根

をコルクに埋め込んだ球 を、ラケットで打 ち合い勝

敗を競 うものであるが、近代スポーツとしてのパ ド

ミントンの母体となったものは、1820年代にインド

のボンベイ州にあるプーナという町ではじめて行わ

れた `・プーナゲーム"であるといわれている。
このインドで生まれたゲームがイギリスに伝えら

れ、バ ドミントンという名称で、普及し、競技規則

の整備、技術の進歩により、近代スポーンとして、

確固たる地位を築き上げてきた。

レクリエーションとしてのパ ドミントンは、わが

国では、古くから行われてきた “追い羽根・'と 共通

するところもあり、広 く普及しているが、競技とし

てのパ ドミントンは、走力、瞬発力、持久力等、あ

らゆる能力を要求されるスポーンである。

一流プレーヤーのラケットから飛びだすンャトル

は、時速2Юキロを越える初速で相手コー トに突 き

刺 きるスマッシュとなり、数メー トルの高さから、

ほぼ垂直に相手コー トの後方に降下するハイ・ クリ

アーとなり、またネットの上端から転がり落ちるヘ

アピンショットとなるように、その動きは変幻自在

であり、スリルに富んだゲームが展開される。

ンャトル(Shuttle)と ぃう言葉には、 行き来す
るという意味があり、羽根球が選手の間を往復する

様子からこの名前がつけられたものと思 われる。ラ

ケットは、かつては木製のものが使用されていたが

技術の発達により改良が進められ、スチールシャフ

トの開発、そしてオールスチールの登場となり、現

在も、より弾力性に富んだラケットの開発が進めら

れている。これに伴いラケ ントの重量も軽量化し、

現在は1∞～12%の ものが多く使われ、ゲームのス
ピー ド化に対応 している。

さて、イギリスで普及したバ ドミントンは、1893

年には英国バ ドミントン協会が創設され、1899年 に

は第 1回全英選手権大会がロンドンで行われ、普及
に大いに貢献することとなった。さらに、カナダに

1921年協会設立、1927年ニュージーランド、1930年

デンマークと世界各国にパ ドミントン協会 が設立さ

れるに至り、国際的なスポーンとして普及 発展する

こととなった。これを受けで1934年 には国際バ ドミ

ントン連盟 (InternatiOnal BadmintOn Federation

―I.B.F.)がロンドンを本部に創設され、現在で
は、日本を含め約60ヵ国が加盟 している。

の 手 引

国際化に伴い、1%9年 には、 国際バ ドミントン
競技規則」が制定され、1飩8年 には第 1回 トマス・

カップ争奪世界選手権大会がイギリスのグラスゴー

で開催 された。これは男子の大会であるが、1957年

には、女子の世界選手権であるユーバーカップ争奪

世界選手権が開催 され、いずれも3年ごとに開催 さ
れている。

わ が国 に お け る普 及 と現 状

現在のパ ドミントングームが日本に伝えられた の

は、大正の末期から、昭和の初期にかけてで、主 に

横浜・神戸などの在留外人を通してであったとい わ

れ、昭和21年 (1%6年 )日 本パ ドミントン協会が設 立

された。

以降、昭和22年 (1947年 )日 本体育協会に加盟、昭

和24年 (1949年 )国民体育大会種目に正式に採用され

るなど普及発展 し、現在47都道府県に協会が設立さ

れている。

また、学生、実業団等の全国連盟も設立されてお

り、日本協会主催で全日本総合、全日本実業団、全

日本社会人、全日本教職員、全日本学生、全国高校

全国中学生、国民体育大会などの全国的大会が行わ

れている。

世界的大会には、第 3回 トマス杯 (1955年 )初参加
以来、各種の大会に参加し、活躍 を続けている。

男子は第 7回大会(1%6年～67年 )で準決勝まで進
出 し、これがトマス杯大会史上最高の成績である。
―‐方女子は、1%6年 にユーパー杯第 4回大会に初

参 加で初優勝の快挙を成し逐げ、第 7回大会ではイ

/ド 不ンアに敗れたものの、第 8回大会 (1"8年 )で

ューバー杯奪回に成功 している。

個人の世界選手権とみなされている全英選手権大

会には、男子の小宮好雄が1%3年初参加でベス ト8
に進出。1%6年 には秋山真男が準優勝、1969年 に小
島一平が単複 3位 に入り、小島は、1970年 にも単 で
3位 となっている。

女子は、湯本博恵の単 4回優勝 (1%9年、1974年

1975年 、1977年 )をはじめ、竹中悦子 (1970年 )高
本紀子 (1972年 )と 単を制し、複でも、相沢マチ子、

竹中悦子組が3度 (1972年 、1973年、1975年 )高木紀
子、湯木博恵組 (1971年 )梅野尾悦子、植野恵美子組

(1977年 )徳田敦子、高田幹子組 (1978年 )が 1度ずつ

優勝 している。

このように国際舞台で活躍するようになるにつれ

て、競技としての正当を評価を受けるようになり、

またレクリエ~ン ョンとしても各階層の人々に広 く

受け入れられるようになってきた。

国民体育大会には、昭和25年第 5回愛知国体から

ンｔ
ｒンヽヽ

ヽ
ド
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正式参加し、現在は、成年男子 (一般の部、教員の

部)、 成年女子、少年男子、少年女子の 4種目が行

われ、ダブルス 1、 シングルス 2に よる都道府県対

抗 トーナメント方式である。

競 技 の 見 方

主なシャトルの飛び方 (フ ライト)は高く打つハ

イクリヤー、スマッシュ、 ドロツプンコツト、ネッ
トで攻め合 うヘヤピンショットなどで、とりわけネ

ットに当って伝わるようなプレーがデリケートに応

酬されるときはスリル満点である。

相手の弱点を攻め、体力を消耗させていく競技な

ので、「 より早く」「 より高く」「 より前で」がゲ

ームに勝つための三原則とされている。

試合は単、複 (混合)の 2種類で、 1試合 (マ ッ
チ)は 1ゲーム15ポ イント (女子単のみ11ポ イント)
で 3ゲーム (2ダーム)先取で行われる。
サープした方 (イ ンサイド)が勝てば 1ポイント
が与えられてサービスを続け、レシープ側 (ア ウト

サイド)が勝つと得点は変らずに、サービスオーバ
ーとなってアウトサイドがインサイ ドとなる。但 し

ダブルスの第 2イ ンニングからはパー トナーがセカ

ンドサーバーとなるので、 2度 のフオルトによリサ

ービス権が変わる。

主審は必ずインサイドの得点からコールするので

どちらが何点かすぐわかるようになっている。

パ ドミントンには他の競技にあるジュースはなく

セッティングが行われる。各ゲームで13点オールか

14点オールとなったとき追ぃつかれたサイドがセッ

テイングするしないの権利を持っている。

セッティングしたときは、カウントをいったん 0

オールにし、改めて 5点 (13点 ォールのとき)ま た

は 3点、(14点 オールのとき)ゲームとして勝負を決

める。セ ツテイングにはアゲインはない。

この場合の点数は、例 えば18対 15、 17対 14な どと

なる。女子シングルスでは、10点ォールのときは 2

点、 9点オールのときは 3点のセ ツテイングとなる。

主な.フ ォル ト (反則)は次の通りである。
1.ラ インクロス、フツトフォルト
サービスのときにサーパーやレシーパーがライン

をふんだり、またいだりしたとき (パー トナーはか

まわない)。 足をずらせたり、床から離 したとき (

一部でもついていればよい)。

2.オ ーバーウエスト,オーバーハンド
サービスが打たれる瞬間にシャトルがサーパーの

ゥエストより高かったとき, または,ラ ケットの頭

部全体がそのラケットを持っているサーパーの手全

体よりも下にあることがはつきりと見分けられるま

でラケットの頭部が下方をさしていなかったとき。

3.ア ウトなど
シャトルが相手のコー トに入らなかったとき (決

められているサービスコー トに入らなかったとき)

ただし、相手が打てば入ったことになる。自分のコ

ー ト (サービスコート)に落ちたシャトルを打たな
かったときや、シャトルが自分の身体や者衣に当っ

たとき。

4.ダ ブルタッチ、 ドリブルなど
シャトルを 1人 が 2度以上打ったり、続いてパー

トナーが打ったり、ホールディングしたとき。

5.オ ーパーザネット、タッチザネット、インター
フェアなど。

ラケットや身体がネットにふれたり、相手側コー

トに入ったり、相手を妨害 したとき。フォル トは主

審が判定する。しかしサービスについてはサービス

ジヤ ノジが、ラインについては担当のラインズマ ン

が判定する。

サイドライン (ダ ブルス )

ノ`

ツ

ク
パ

ウ

ダ
リ
|

フ

イ
ン

|

ポス ト

!IWIIlllllllllllll

l‖ サービスコー ト

|‖ |||‖‖i‖‖‖‖‖‖‖
|セ ンターライz」‖

ン

ヨ

|

ト
サ
1

ビ
ス

フ
イ
ン

不

ノ

ト

サ イ ドライン(シ ングルス

セ ンターライン

ロ

ン

グ
サ
|

ビ
ス
フ

イ
ダ ル ス

サービスコー ト

1.98ポ ス ト1.98 4.72

13.40

め
Ｏ
．∞

０
【
一
）

Ｏ
Ю
．Ｎ
　
　
　
Ｏ
で
．０

(ラ インの幅は0.04m)
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過 去 の 栄 冠

◎第 4回 昭和24年 東京都 東京 YMCA(個 人戦オープン)

1こ 位 ft

一般男子

単
東 京 広 田 敏 秀 北海道 佐 藤   保 東 京 藤 井 光 男

一般男子

複
菫 青 1広 田 敏 秀~́｀
1藤 井 光 男

1田   淳 一神奈川
1箱 場 万 吉

愛 知 吉 沢 千 里

〔

北海道
|

佐 藤   保
村 上 二 郎

一般女子

単
神奈川 吉 田 とよ子

一般女子

複
神奈川

|

吉 田
遠 藤

とよ子

文 子
f′ |ヽ 林 歌 子

神奈川
1中  村 た き

墨 ml吉 沢 千 里^^¬ 後 藤 範 子

◎第 5回 昭和25年 愛知県 栄小学校,自鴎小学校,東桜小学校 1総合優勝 神奈川県)

位 位 f立

一般男子
`広
田 敏 秀

_」 藤 井 光 男
来
¬ 小 宮 淳 宏
山` 田 康 久

神奈 ,
`岡
  淳 一

‖J相 馬 万 吉
¬大 谷 直 次
(松 本 武 道

′佐 藤   保
+若
=普
l村  ■_ 二 郎イL“題

`葛

 西 英 俊
若` 林   守

一般 女子

r

神奈川 1
1

遠
小

荒

田

藤

林

川

とよ子

文 子
歌 子
とみ子

`水
谷 鈴 子

″.1堀 江 綾 子
利
1保 田 久 子
t伊与田 照 子

サ|ヒ海道

f伊 藤 絹 代
り安 藤   栄
l佐 賀 信 子
t片 岡 京 子

高校男子 北海道

`石
 田   裕
l神 山 周 二
大ヽ 塚 健 一
t島 中 卓 夫

受 矢11
|

{

t

石 川
渡 辺
大 竹
野 ロ

光 男
成 雄
健 司
勇

神奈川

′岡   道 明
j村 松 弘 喬
l江 井   実
藤` 井 昂 一

◎第 6回 昭和26年 広島県 広大東雲分校,同付附属小学校(総合優勝 愛知県 )

「,[ 位 fこ ft

一般男子
r玉 越 忠 治

岐 阜 {大 竹 健 司
t大 野 和 彦

`藤
井 光 男

愛 知 {渡 辺 成 雄
t蟹   和 男

一般女子

r

愛 知

1

堀 江
保 田
伊与田

綾 ―■
久 子
1照  ―子

石
`星
姿
[~
川 〈貝 原
1高 田

悦 子
まさえ

八重子

`伊
藤 絹 代

北海道 {片  岡 京 子
(栗 原 澄 子

高校男子
r服 部 安 治

愛 知〈野 に1  勇
t之  松 健 ―‐

1東   正 直
チII{西   貞 夫
t諸  ,1  1秀   ・

石 `後
 藤 裕八郎

岐 阜{林   金太郎
l田 中 正 則

-24‐ ―

むか饗

神奈川1 遠 藤 文 子

蕎卜型

秀

明

久

敏

道

康

田

　

田

広

岡

山

一示東



県奈出｝来
カ優〈ロ

総館育体学大レし
東県城宮年，

′
，
こ和昭回

７
′

第ヽ
ノ
″
ヽ
．

順 位

秀
明

一
雄

敏
道
昂
秀

田
　
井
原

広
岡
藤
吉

裕
二
俊
郎

周
英
豊

出
山
西
坂

石
神
葛
野

実
敏
茂
朗

章

芳

井
宮
崎
藤

江
小
山
佐

一示東

一般 女「

子
子
子
子

江知
成
京
京

中
谷
瀬
寺
之
野

ＩＨ
中
生
小

東

え
子
子
絵

さ
　
重

ま
悦
八
衣

原
　
田
倉

貝
登
高
米

ｒ

・

子
子
子
子根

綾
久
照
美

江
田
田
野
与

堀
保
伊
水

愛  知

男
司
明
則

和
英
弾
光

含
根
藤
島

新
関
内
伏

神奈

雄
彦
潔
治

文

一　

隆

月
田
石
木

望
倉
力
鈴

一ネ東

一
夫
二
稔

秀
晴
圭

江
上
本
田

諸
井
山
上

子
子
子
子
津

廷
貞
美

一

瀬
尾
原笠

広
西
小
関

庫Ｆ
＾

宮i校 女 r

子
子
子
明
美

照
弘
久

藤
嵐
藤
藤

佐
■
斎
佐

形

子
子
子
緑

代
良
美
光

川
野
田
島

大
竜
藤
中

奈神

◎第 8回 昭和28年 香川県 善通寺体育館 (総合優勝 神奈川県)

`,「

;||

工
立

男

一
郎
誠

光
秀
―

‐
■
一

藤
諸
相
萩

東 京

位

‐般り;子

秀
豊
久
博

敏
　
順

田
治
崎
＝

広
佐
川
杉

神奈川

司
‥
昭
郎

え
子
子
子

人

さ
　
鷹

ス

健
竜
打
金

ま
悦
須
ヤ

竹
岡
羽

原
　
谷
駒

貝
登
島
町

大
松

丹
林

岐

子
子
ｒ
子
み

文
歌
と
智

遠
小
荒
小

神奈川

子

工

ｒ

ｒ

久
弘
貴
悦
重

元
津
部
井

岡
梅
阿
荒

.|し ,t,こ

高校男子

男

而
男

ｒ

ｒ

ｒ

桂
直
幸
健

尻
　
外
崎

誉

武

久

西

山

鍋

大

秋

真

江
辻
半
岡

■絶
京
範
十

兼
方
竜
啓

石
藤
川
桁
谷

片
加
長
井

道海

西
谷
佐
松

城

啓
夫
彦
明

牧
利
弘

川
岡
井
藤

越
花
析
内

神奈川

良
光
美
澄

川
＝
野
野多

大
藤
竜
波

神奈川

◎第 9回 昭和29年 北海道 IL幌市 (総合優勝 愛知県)

種 別
位

〓

¨

勇
治
夫

与
貞

口
部
熊

野
服
稲

愛   矢ロ
泊
司
三

忠
健
竜

越
竹
岡

王
大
松

岐  阜
正

一
男久

友
亥

水
谷
木

■
■

荒
富  山

一般 女子

子
子
子

美富
範
京

西
佐
谷

城宮

子
え
信

さ

悦
ま原

谷

澄
貝
渋

石  川

ι
，
４
，
こ
ｊ

久
照
綾

・，

保
伊
堀

愛  知

健
正
昭

広
稚

場
反
藤

豊
御
伊

愛  知
信
ｉ
昇

嘉
桂

村
尻
谷

西
江
島

石  川
一
宏
潔

健沢
内
辺
豆
富
伊
渡

高校女子

子
子
子

信
桂
享

田
藤
形

武
伊
尾

美
子
子

嘉
文
基

森
野
宅

大
友
ｉ

岡  山
子
子
子
美
範
久
泰

沢
室
竹

大
大
大

知一た
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◎第10回 昭和30年 神奈川県 神奈川県体育館,鶴見女体育館 聡合優1券 神奈川県)

立

ヽ

馴
ヽ
＼―ヽ＼酬

十

エ 位
工
′ヽ
・

一般男子

秀
博
明

敏
　
道

田
田

広
杉
岡

神奈川

司
三
弘

健
竜

竹
岡
井

大
松
酒

阜岐
一
男
満
久
友
亥

谷
木
本

釣
荒
高

富  山

一般女子

子
　
子

信
　
桂

田
　
藤

武
　
伊

福  島
子
子
子

みと
歌
良

川
林
川

荒
小
大

奈神
江
子
子

久貴
悦
重

津
部
山

梅
阿
下

高校男子
一
英

一

栄
勝
順

井
島
岡野

永
北
小

京東
匡
功
彦喜

方

　
谷

北
関
米

石  川
紀
房
至

仁
隆

田
垣
角

生
板
羽

山 形

高校女子
子
子
子

文
節
基

野
田
宅

友
権
三

山
子
節

子

功
　
静

木
津
丼

々佐
二
管
城宮

子
代
子

豊
紙
怜

田
田
村

永
藤
藤

香  川

◎第11回 昭和31年 兵庫県 神戸 YMCA,生 田中学 (総 合優勝 1司山県)

種 別
位 位

一般男子

博
明
久

芳
昌

田
藤
藤

杉
佐
佐

神奈 ,
弘
男
平

益
節
俊

日
本
村

上
増
武

大 阪
士
′じ、　
一　
一
理

清
俊
利

利

田
原

毛
前
石

山岡

一般女子

子
江
子

美貴

静
範

堀
寺
藤
野
西
小
佐

城宮
子
子
子

文
節
政

野

日
本

友
権
光

山岡

子
子
子

貞
洋
奎

尾
藤
森

西
加
金

庫兵

高校男子

雄
智
之

好
　
裕

宮
村
藤

小
中
斎

神奈川

夫
徳

一

邦
正
竜

柳
桐
本

ツ
田
四
小
岩

道海

房
考
志

隆
重
勝

垣
岸
水

板
山
鑓

形山

高校女子
工
子
子

ヌキ
桂
衣

井
上
下

横
井
山

香

子
子
絢

桂
寿

林
田
岸

小
戸
根

山岡
節
子
子士心

英
与

浦
倉
浦

三
沼
三

城宮

◎第12回 昭和32年 静岡県 富士市体育館,富士高講堂 (総合優勝 神奈川県)

|1慣イ立
種 別

位 位 位

一般男子

朗
博
男

芳
　
和

藤
田
倉

佐
杉
新

神奈川

雄
潔
三

文
　
俊

月
石
木

望
力
鈴

一界東
夫
隆
爾

良
嘉
修

中
野
山

島
星
神

道」ヒ海

一般女子
工
子
子

ヌキ
桂
衣

井
上
下

横
井

山
香 川|

子
子
子

節
政
桂

田
本
林

権
光
小

岡  山
子
子
子

良
歌
英

川
林
川

大

小
石

神奈川

高校男子
雄
智
勝

好
　
敏

宮
村
木

小
中
鈴

神奈川

夫
男
章

明
和
知

井

田
酒
村
堀

隆
祐
豊

英
野
脇
田

平
森
富

恨島

子
子
子
喜
美

順
悠
富

石

子
子
子

良
弘
禎

橋
村
野

掛
西
佐

岡静
子
子
子

茂
　
ヤ

外
久

ツ

島
下
下

田
山
宮

香高校女子

田
田
田

有

長
松

,
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◎第13回 昭和33年 富山県 高岡女高体育館,南星中体育館 (総合優勝 東京都)

▼

一位イ立||.11
′.1・
・

博
朗
久
芳
昌

田
藤
藤

杉
佐
佐

神奈川
石
川
岡

敏
啓
夫

兼
　
牧

片
越
花

東  京一般男子 大 阪

岡 山

高

上

松

権
光
小

谷
田
王

日
本
林

芳
益
清

節
政
桂

弘
弘
志

子
子
子

子
子
子

歌
良
文

小 林
大 川
二 見

神奈川
キヌエ

久 子
外茂子

井
下
島

横
山
―■

香一般女イ

一
嗣
正

晃
高
安

森

榎

中
奈 良

春
司
肇

幸
武

米
‥
水
戸

鈴
宮
貝

東  京
高校男 r

子
子
子

久紀
節
光

山 崎
川
竹 多

石  川
子
子
子

洋
玲
桂

島
島
泥

高
中
栂

弘
憲
賢

義
善

森
垣
林

金
板
小

本
木
本

藤
有
福

否

形

文 子
とみ子

和 子高校女子

◎第14回 昭和34年 東京都 足立区体育館 (総合優勝 神奈川県)
ヤ

¨
(立ft

志
博
貢

清
康

王
松
松

松
小
小

大 阪

治
夫
男

正
治
和

田
井
田

新
酒
村

石

朗
久
潔

芳
昌

藤
藤
ロ

佐
佐
関

神奈川一般男子

子
子
子

あ
洋
玲

坪
島
島

大
高
中

富  山
r横
川 {山
t宮

キヌエ

久 子
ツヤ子

井
下
川

香

子
子
子や

良
文
み

川
見
野

大
二
権

神奈川一般女子

郎
司
規

志登
和
直

田
川
田

平
市
柳

東
一示

雄
夫
郎四

茂
敏
敬

藤
来
野

佐
宝
北

人

博
副
治義

田
本
原

杉
山
石

神奈川教員男子

彦
三
充

洋
恵
拓

本
崎
坂

山
岡
小

神奈川
彦
光
聡

康
将

瀬
中
木

竜
竹
梅

海道
一
雄
宏

紘
保
昭

部
江
斐

渡
堀
甲

宮 城高校男子

子
子
子
智
智

桂
美
美

尾
　
井

野栂
橘
酒

富  山
子
子
子
ツ

利
セ
待

沢
村
原

伊
志
石

岡静

本
木
本

子
子
子
み
文
と
和

蔵
有
福

香  川高校女子

◎第15回 昭和35年 熊本県 菊池市体育館 (総合優勝 富山県)

位位イ立 イ立
脅ロ

男
徳
雄

久亥
三
幸

木
沢
野

荒
扇
大

山fll:

田
治
動

芳
啓

藤
藤
石

佐
遠
砥

神奈川
一
英
肇

栄
克

井
島
戸

永
北
貝

東 京一般男子

江
子
子

津
　
ツ

志
利
セ

村
沢
村

野
伊
志

静
工
子
子

チ
政
満

坂
村
山

脇
本
横

秋  田一般女子

三
隆
司

竜
安
裕

越
坂
木

宮
脇
鈴

田秋
博
副
治義

日
本
原

杉
山
石

神奈川
匡
夫
寛

晴
」L  方
河原山
茂 藤

石 川|教員男子

字
淳
祐洋

部
原
藤

阿
笠
伊

新

彦
男

一

勝
勇
清

藤
沢
橋

佐
出
高

山 形
三
充
彦

恵
拓
敏

岡 崎
小 坂
長谷川

神奈川高校男子

子
子
子

奉
七
文

橋
沢
崎

高
石
長

田秋
子
子
子

文
信
久

井横
林
森

子
子
子

智
智
美
美
敦

井
田

橘
酒
平

山高校女子
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(高  島 洋 子
富 山 {中 島 玲 子
1栂 野尾 桂 子
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◎第16回 昭和36年 秋田県 象潟町中学校体育館 (総合優勝 秋田県)

号ll '順

イ立
イi 位 位

一般男子
敏

一
男

兼
栄
忠

石
井
野

片
永
星

東 京 板 垣
出 沢
」ヒ  オf

房
男
任

隆
勇山 形

子
子
子
智
智

桂
美
美

尾
　
井

野栂
橘
酒

一般女子 富  山

神奈川

秋  田
本
横
高

村
山
橋

■̈

●
●
一
一
■

政
満
奉

期
三
治

子
子
子

子
子
子

ヤツ
知
文

川
井
井

宮
福
横

香  川

教員男子
匡
夫
二

晴
圭

方
山
尻
原
北
河
江

石  川
博
郎
彦

敬
捷

田
田
山

杉
岡
秋

奈神
隆
司
喜

安
裕
弘

坂
木
橋

脇
鈴
高

秋  田

高校男子
光
潔
治

富
　
直

村
浦
本

中
松
松

海道
勲
男
博

真
平
秋
早

日l
山
川

山  梨

子
子
子

弘
詔
淳

藤
原
ロ
笠
佐
小
矢

高校女子 山  形
子
江
子

紀
博
昭

本
野
山

高
天
影

静  岡
藤
山
門

伊
横
大

子
子
子

津
　
モ

美
綾
モ

秋  田

◎第17回 昭和37年 間山県 岡山県立倉敷青陵高校体育館 (総合優勝東京都,富山県)
順位

種 別 イ立 位 イ」1

一般男子
星 野 忠 男
富 田   豊
井 門 鎮 雄

東  京
治
勝
三

啓
敏
恵

藤
本
崎

遠
鈴
岡

神奈川
谷

北
小
長

英
雄

一

克
好
陽

島
宮
川

qxl

一般 女子
子
子
子

知
文
久

本
井

福
横
森

占
∫橘
山
1輻野芝

美智子
美智子
桂 子

子
子
子

政
満
奉

村
山
橋

本
横
高

Ｈ
“秋

教員男子
匡
夫
三

晴
桂

原
北
河
江

川
山
尻

石  川
博
彦
郎二

捷
敬

田
山
田

杉
秋
岡

神奈川
隆
司
光

安
裕
俊

坂
木
崎

脇
鈴
真

秋 日i

高校男子
務
男
紀

治
善

本 田
荒 川
阿 野

口
つ

征
夫
誠

一
孝

一

野
田

西
須
関

京東
奥 谷 国 昭
長谷′|1   勇
三 上 義 明

青 森

高校女子
子
子
子

妙
光
和

崎
村

橘
室
河

富  山
シ
子
子

ヨ

ト
サ
幸

塚
門
瀬

大
大
問

秋 日l
子
枝
子

淳
百
泰

塚
放
村

高
重
七

山岡

◎第18回 昭和38年 山口県 下関市体育館 (総合優勝 新潟県)

"慣

1こ

千重

"||

位 位 位

一般男子
雄
憲
隆

好
善
整

宮
垣
熊

小
板
稲

愛  知
鎮
武
栄

門
永

井
宮
堺

雄
;可東 京

男
豊
茂

忠
　
春

野
田
崎

星
富
山

島 根

一般女子
子
子
子

満
奉
文

山
橋
崎

横
高
長

田秋
子
子
子

茂外
文
久

田
横
森

島

井香 知
Ｈ

桂
美
光

尾
井
崎

栂
酒
室

子
子
子

富  山

教員男子
匡
夫
三

晴
桂

方
山
尻
原
北
河
江

石  川
博
郎
彦
二敬
捷

田
田
山

杉
岡
秋

神奈川
古
野
岡

世 弘
郎
明
四
吉
敬
輝

大
北
片

大 II

高校男子
夫
男
春

義
光

一

野
田
口

星
裏
樋

潟新
誠
安
正

一　

和
村
屋

関
中
古

東 京
徳
守
男

智
　
和

福 島
林
久保田

北海道

高校女子
子
子
子代

和
昭
千

沢
本
出

前
松
小

本1朽

子
子
子

和
純
泰

藤
沢
内

後
茂
竹

潟新
子
子
子

幸
裕
泰

森
田
田

高
高
村

北海道

ヤ

―

"―

1大 竹 紘 一
新 潟 {安 沢 武 司

〔星  野   義   昭

|

|

|



種 別

◎第19回 昭和39年 新潟県 県立三条高等学校体育館 (総合優勝 新潟県,

責l

ｒ
，
′
ｊ
Ｚ
，

―般女子

位位

〔

||ピi位 位

石  川東  京

秋  田 岐  阜香  川

永
宮
堺

描
高
長

井

永

一ネ

■
●

■

満
寿
文

新
村
沢

高
人
岩

日
ロ
ロ
ーー
嗜
ロ

本
野
后

小
板
岩

宮
”
嬌

井

島
文
外
久

子
子
子
■

,台

ワ;
プJ

1-

:工

r

秋  田
佐々木 フ ミ
中 川1 美枝子
加賀谷 ユ ミ子

神奈川教 Flり ;F

1鈴
潟 {神
l片

「
"il交

1,; f

1植
木 {大
1武

,烏高校女:F

博

|',
11,

奈 良”

一

そi り|| 敬

捷

一
司
夫

一■
大

芳

年

Ｆ

夫

１

夫
修

一

1立
山 {盛
l高

杉
岡
秋

||,

′,(
イli

音
リ̀ト
藤

1召

之
貝1

本
|‖

山

タカ子
コ ヨ
初 枝

竹
石
15

イ、

fi;',

|||

H]

[|〕

山

野 正
野 博
林 弘

』ヒ ブ,
1lI京lL
江 尻

内 泰 子
本 恵美子
野 八重子

紘

俊

1[

和

奈  良
真

'可,竜

才

一
一

俊
憲
公

壁
村
野

0第20回 昭和40年 岐阜県 富田学園体育館 (総合優勝 岐阜県)

位
†中,′ ||

r小 宮
知 {板 垣
1長谷川

ら｀

川

北海道

.寺

中

位位

男 東

―
十

』| 薔

jl

月=

ノ(

水 香  川

河原」, 晴
岡  山石 '11

富  山 岐  阜

栃  本

方

西

東
山
牟

毛
ｉ
柳

え
■
―

ｉ̈ｌ

利
宅
本

義

計̈
¨

清
　
尭

昭
期
顕

子
子
子

志
勝
敏

堺
宮
田

高
稲

川

杉
笹
中

山

関

栄
武
十

文
久
和

茂

　

弘

幸

　

美

一
司
六

ι
ｊ
ι
，
′
ｒ

子
子
子

良
剛
志

矩
修
則

――――+――――――

イ(

11千

111

カセ女,「

子尾 昌 一
前 信 之
坪 邦 雄

Ｌ
ブ

明 美
喜代子
サ ト子

近 藤 光 枝
才 脇 妙 子
池 田 栄 子

野
崎
田

上
石
吉

夫
1言

秋  田
1黄 山
高 橋
加賀谷

子
子
子

満
奉

ユ

問
ド
坂

本
日
高

恵美子
悦 子
薫

江
子
子

博
恵
民

木
日
藤

湯
浦
佐

岡  山新 潟

0第 21回 昭和41年 大分県 日田林工高体育館 (総合優勝 新潟県)

位

nk々 r

′■多

北海道
1至

教員り;r

1島 1交 女 r

イ立

潟

―+―

il

寒
1';

４
，
●
Ｌ

ι
，

イ立

」ヽ

宅

順位

愛  知 llr 1l
崎
山
Ｌ

岐  阜

lη  111石  川

香  川

山  形
小
遠
伊

勝
志
故

．
弘
情

三
毛
柳

恵

真

子
子
操

夫
匡

一

印
達

山

茂
惟
功

順

　

良

良
彦
夫

次
宣
作

―般男 r

司
也

一

武
大
俊

永
中
武

宮
田
春

分大

妻
川
河工

虫|`
ャ″
オll

小 宮 好 雄
板 垣 善 憲
安 沢 武 司
本
里予
[11

西 辻 和
西 崎 健
小 :日 忠

T 山 登茂子
藤 幹 子
藤 ンゲ子

後 藤 昭
子1 1奇  '少
力II 藤

,,賜:山  晴
北方
原   栄

-29-

|

1後 藤 和
新 潟 {石 崎 妙
t竹 内 泰

,iirrr+ | t E

子
江
子

＋
―
―
―
―
―

一

|

■
口
ｒ
人
［̈同



◎第22回 昭和42年 埼玉県 越ケ谷市立体育館 (総合優勝 香川県)

種 別

順位
位

，

一

，

´

一般男子
憲
司
宏

善
武

一

垣
沢
林

板
安
小

愛 知
平
彦
治

一
洋
啓

島
本
藤

小
山
遠

神奈川
一
六
八

栄
十
平

上
橋

堺
日
本

工示東

一般女子
子
子
江

みと
文
真

有
横
山

香

木
井
本

嵐
藤
藤

十五
後
加

潟
美
子
操

明
和新

子
江
子

紀
博
雅

木
野
賀

高
天
虫

岐  阜

教員男子

隆
郎
之

芳
史
信

水
木
山

清
正
松

山富
良
彦
夫

茂
惟
功

田
達
山

杉
安
上

北海道
夫

一
功

和
紘

茂
部
地

加
渡
菊

宮  城

高校男子
田
島
ロ

米
松
谷

山
実
保
寛

富
一
昭

一

公
正
博

野
林
輪

滝
小
薦

奈  良
夫
夫

一

幹
哲
純

間
田
戸

門
山
本

城宮

高校女子
子
子
薫

チ
和
マ
美

沢
子
坂

相
金
高

潟新
子
子
美

恵千
経
消

片
森
下

小
竹
山

香  川
枝
子
子

津
代
美
加
和

仲
　
波

田
枝
印

栃  本

◎第23回 昭和43年 福井県 福井県立勝山合同体育館 (総合優勝 岐阜県)
順 位

三
男
登

恵
真

崎
山
中

岡
秋
田

梨山

位 位 位

一般男子
平

一
人

一
悠
直

島
良
辺

小
吉
渡

神奈 ,
一
征
誠

栄

一
一

野
堺
西
関

エネ東

一般女子
子
江
子美

紀
博
久

木
野
藤

高
天
安
阜岐

子
子
江

も
夜
津

と
小
美

橋
野
仲

高
水
田

エネ東

美
子
子

明
和
邦

嵐
藤
林

十五
後
小

新  潟

教員男子
治
参
身

直
勇
健

藤
原

南
工
芦

本
匡

一
一栄

方
西

北
村
原

石  川
志
勝
敏

清
　
尭

利
宅
本

毛
三
柳

山岡

高校男子
博
治
茂

牧
正

上
島
目

二
草
布

山富
男
男
臣

好
光
政

藤
所
藤

遠
田
伊

山 形
昇
宏
男

路
守

田
藤
立

岩
後
足

阜岐

高校女子
子
子
子

よ
泰
き
弘

山
山
崎

平
柴
高

大  阪
子
子
子ろ

泰
幸
ひ

宮
福
赤

香 川|
武
本
沢

子
子
子

美
　
里

栄
礼
由

川
中
竹

堀
竹
大

潟新

◎第24回 昭和44年 長崎県 諌早市体育館,県立諌早高校体育館 1総合優勝新潟県)
順位

種 別
位 位 位

―一般男子
三
男
応

恵
真
秀

田
山
田

窪
秋
野

梨山 神奈

平
人
二

一
直
聖

島
辺
本

小
渡
坂

一
征
誠

栄

一
一

野
堺
西
関

東 京

一般女子
子
江
美代

紀
博
千

本
野
橋

高
天
高

阜

高

―――

水

橋
仲
野

京  都
子
江
子

も
津
夜

と
美
小

り
子
子

お
枝
か
三
繁

井
下
崎

永
山
岡

都一ボ

教員男子
明
参
身

寿
勇
健

田
藤
原

西
工
芦

本

志
勝
敏

清

売

利
宅
本

毛
三
柳

岡  山
匡

一栄
方
　
西

北
原
村

石

高校男子
享
司
敏正

田
泉
原

本
小
九

新  潟
夫
郎
稔
次
通
台

田
生
辺

内
桐
渡

群

忠

一
勇

安
憲

村
村
野

野
河
西

奈  良

高校女子 大  阪
子
子
美

よき
弘
照

柴
高
大

山
崎
場

子
子
子

恵
和
島

川
田
合^

及
脇
紅

阜岐
か
子
子

ず
　
さ

し
茂
ま

月
崎
津久

望
石
阿

栃  本

,
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◎第25回 昭和45年 岩手県 釜石製鉄所健康保険組合体育館 (総合優勝 岩手県)
順 位

仕 位イ立

一般男子

孝

一
二

信
昌
健

田
尾
木
野
池
栂
鈴

東  京
平
人
二

一
直
聖

島
辺
本

小
渡
坂

神奈川

一般女子

子
子
子
チ
悦

マ
和

竹
相
後

潟
中
沢
藤

子
江
子士

紀
博
富

木
野
原

高
天
桑

岐  阜
子
子
か
代
ず

昭
喜
し

本
崎
月

松
石
望

木栃

土
夫
彦

彦
邦
和

木
本
沢

々
々

佐
佐
永

手
匡

一
之

栄
忠

方
　
本

北
原
松

石 熊  本

高校男子
司
真
美

康
　
繁

内

川

選
竹
西

奈  良
治
治
吾

欽
勇
信

谷
村
山

銭
竹
青

夫
壮
雄

信
　
吉

橋
藤
藤

高
佐
佐

手岩

高校女子

子
美
子

理
代
真
八
幸

尾
本
本

西
秋
秋

阪大

枝
子
江

敏
幸
静

林
井
田

小
藤
池

木栃
美
美
子

秀
清
静

東
　
所

川
森
田

香  川

◎第26回 昭和46年 和歌山県 湯浅中学校・耐久高校体育館(総合優勝 新潟県)
順イ」

季嘔号||
す

一
位 位

一般男子
人
平
樹

直

一
秀

辺
島
川

渡
小
宮

神奈川
三
男
雄

恵
真

一

田
山
下

窪
秋
岩

梨山
夫
潤
治

芳
　
義

田
藤

森
河
安

岐  阜

一般女子

美
子
子美

明
和
恵

木
藤
間

鈴
後
本

潟新

子
子
子

●

）

良
と
陽

田
蓼
山

杉
味
秋

神奈川

子
子
子
千
佐

静
美
喜

北海道

村
野
川

日
高
今

教員男子

昌
二
信

良
健
良

田
原
上

保久
藤
藤

滋  賀
隆
味
伸

詳
光

西
藤

森
中
佐

和歌山

生
治
参

節
直
勇

郷
　
藤

本
南
工

本

高校男子
雄
裕
行

征
　
直

田
木
野

土
鈴
佐

潟新
樹
微
成

茂

忠

本
内

山
倉
岡

美
弘
夫

繁
　
基

川
野
井

西
佐
中

良奈

子
美
子

理
代
真
八
幸

尾
本
本

西
秋
秋

阪大 福  島
子
子
江
み
陽
す
瑞

葉
内
村

千
宮
本

子
江
美

美
久
寿
喜

一

日
宅

林
平
三

岡  山

◎第27回 昭和47年 太陽国体 鹿児島県 南高校体育館 (総合優勝 東京都)

位 位

一般男子

平
人
樹

一
直
秀

島
辺
川

小
渡
宮

神奈川 東

二
孝

一

健
信
昌

本
田
尾

鈴
池
栂

三
男
雄

恵
真

一

田
山
下

窪
秋
岩

山 梨

一般女子

江
子
子

博
悦
茂

木
中
崎

湯
竹
石

東  京

教員男子

隆
味
夫

詳
幹

西
間

森
中
間

和歌山

井
藤
田

別
斉
森

木
梶
倍
昇

朽

匡

一
進

栄
方

石 原
長谷川

夫
行
男

敏
敏
助

下
島

原
山
谷

石

悟
勝

一純

西
田
藤

古
角
後

岐  阜

高校女子

子
子
子

幸
幹
敦

本
田
田

秋
高
徳

大  阪
子
子
子知

洋
浩
真

矢
本
今

日
間

田
山 形

子
代
美
千
尚
美
清

田
野
野

山
平
瀬

鷲千
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二
男
応

恵
真
秀

田
山
田

窪
秋
野

梨山

明
参
身

寿
勇
健

田
藤
原

西
工
芦

高校女子

代
江
子

香
静
康

本
田
居

橋
池
富

知愛
子
代
美

恵千
幸
清

片
西

小
小
森

香

夫
正
弘

基
義
敏

井
田

中
南
辻

良奈



第28回 昭和48年 若潮国体 千葉県立茂原高校体育館 (総合任 ]′∫東京都 )

位 fこ 位

一般男子 神奈,111劉 舜 東 リメ 野尾
旧|

―‐ 誠
昌 一
信 孝

本 間 順 次
松 島   保
谷 [¬    寛

愛  知
|

|

一般女子 東
1湯 木
京 {相 沢
t竹 中

博 江
マチ子
悦 子

森   清 美
川 東 秀 美
長 尾 弥 生

香  川 」
|

1天 野 博 江
岐 阜
'広

 沢 功 子
1日 比野 悦 子

教員男子
1藤 上 良 英

滋 賀 {藤 上 良 信
1藤 原 健 二

石  川
|

原
長谷川
II[日

栄 一
進
修

永 井   司
高 山 昌 三
斉 藤 和 夫

山 形 |

|

付
川高オ交男子

1西
山 {梶
1_L

正 美
博 之
治 雄

福
1寺 田   繁
島 {矢 部 芳 光
|五 十嵐 弘 之

池 田 文 昭
松 重 恵 ■
坪 内 利 夫

奈  良
|

高校女子 大
敦 ―F
幹 子
恵美子

`阪
|

徳 日1
高 田
植 野 「

葉

口1  1」
平 野
瀬 野

尚 子
美千代
清 美|

r堀 田 正 子
{清 水 ネし 子
t福 原 友 子

ユ1 形

(総合優勝 東京都〕◎第29回 昭和49年 水と緑のまごころ国体 茨城県石岡小学校体育館
石岡三高体育館

イt

一般男子
孝

'商

r池 [I信
東 京 1栂野尾 昌
t今 井 茂

小 島 一
宮 川1 秀
笠 井 教

神奈川」
1

｀
子
樹
行

松 島   保
本 問 順 次
谷 [I  寛

愛  知
|

―■1女子
崎
[H

lし

東
茂 -1
真知 i
きよ子

r石
京 {今
(柴

1田 所 静 子
香 ′‖1山 []豊  子

1川 1 東 秀 美

村 静 i
里子 美千―F
島 Ff i

`:ロ

北海道
1暴

才文;iり ; ダ 和歌山
門 間 幹 夫
武 藤 隆 志
森     隆|

栄 ――
進

秀 夫

`″
:

石 サ||(長 谷川
｀
高 来

ft 藤 利 昭
関 本 昌 和
大 川1 健太郎

`茨 城
|

高校り打
米 11, 孝 二
中 島 俊 彦
〕l 藤 信 之

1

山 形
|

1塚 本 良 一
奈 良 1小 倉 久 和
l村 田 信 博

長谷川
諏 訪
1:  |す

福  井
博 幸
芳 博
幸 平|

高校女子
和 子
ソノエ

由喜子
:ヤ

1関 根
潟 〈大 塚
1佐 藤

牛 田
片 山
渡 辺

香  川
|

真弓箕
千英 1●
十
「

大 阪
植 野
石 ナ||
」し  オす

,ょ :■
―
r‐

好 ―F
寿弥 r・|

:第30回 昭和50年 たくましくあすをひらこう みえ国体 二重県立松阪/総合優勝ヽ
高校体育館 石ヽ川県ノ

イ立種別 位 位

成

年

男

―チ
教 員

神奈 | `′
]ヽ

|{宮
1笠

1原
|`長谷
1和

島
川
井

一 平
秀 樹
教 行

石

|[l

| ′|

栄 一
進
修

1ll

野尾
谷

信 孝
昌 ――
欽 治

東京1懲
t銭

宮  山
河 村 博 之
今 泉   勉
米 ,尺  和 男
リ
|

勇 治
俊 夫

`,,矢

口|`

群馬1禽 井
t桐 生

1渡 辺 紘 一
宮 城 〈木 戸 純 一
1白 岩 良 治

成年女 r
1湯 ホ

東 京 {池 田
1柴 山

7_I:

力1
」Fよ

奈良1喜 留
1田  島

,告

夫
1]

香 川| r」要昌鷲議岡 山
l藤 原 ィス

束
所
11

秀 掟
″F   F
學: ∫

|

|

川
〔H
lロ

少年男 r・ 石
… 1宮 森 庄 吉り|11酒 井 直 人
坂` 本 宏 志 =f

`橘城 {沼
1宍

川
,民

′

光 孝
隆

隆 夫

少年女子 大
雲「
|∫

川

1植
阪 {北
{石

恵■千
寿弥 ル
好 r

香 り||
前 川1 加代子
渋 谷 茂 子
金 崎 美 保

_1谷 |コ 元 美
菫

`損

野 いく子
1野
崎 知 花 |
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種 別
fi イ立

◎第31回 昭和51年 若楠国体 牛津町立 中学体育館

位

(総合優勝 石川県

―― 舟党
小
宮
笠

神奈川
島
川
井

平
樹
行

一
秀
教

富  山
勉
男
男

光
和

泉
野
沢

今
牧
米

|ホロ  リ||
川 《米
{堂 谷内

石 正

進
隆
均

成

年

男

子
教 員

|

石  川
原
長谷川
和 日

一
進
修

栄
|

|

群  馬
俊 男
勇 司
台次郎

井
生

関
今
桐

和歌山
夫
志
樹

幹
隆
茂

間
藤
本

問
武
山

成年女子
|

東  京
湯
石
今

本
崎
田

江
子
子知

博
茂
真

香 川|
石
田
牛

原
所
日

子
子
美由

英
静
真

大

尾
　
本

西
谷
秋

阪
真理子
美津代
幸 子

少年男子 乙i

生
均
嗣

成
　
昌

山
日
本

重
森
坂

|

|

滋  賀
進
司
武

博
橋
山
堀

北
西
西 |

香 サ||
彦
明
二

勝
　
敬

野
原
田

平
上
本

少年女子
r石
阪 {平
1'可

大 "1 
好 子
久美子

村 茂 美

子
子
子

恵
良
友

本
井
藤

青
藤
佐

潟新 東

徳
松
永

永
枝
野

子
子
子み

順
睦
ふ

◎第32回 昭和52年 あすなろ国体 青森県浪岡町民体育館 (総合優勝 青森県)

種 別
位 位 イ立

埼 王
雄
雄
雄

幹
佳
証

崎
野
田

尾
飯
土

東

信
二
欽

孝

一
治

田
尾
谷
野
池
栂
銭

京 神奈川
|

平
行
弘

一
教
敏

島
井

小
笠
辻

―― 力貸
成

年

男

子
教 員

`「
百

川 {長 谷川
t舛  田

石
一
進
光

栄
　
吉 |

群  馬
今
栗
桐

司
夫
郎次

勇
恒
台

井
原
生

和歌山
|

夫
樹
和

幹
茂
正

間
本
山

門
山
米

成年女子
|

l

東  京
恵
加
子

博
美
茂

本
田
田

湯
池
池

大

尾
　
本

西
谷
秋

阪
真理子
美津代
幸 子

r
石
田
牛

子
子
美由

英
静
真

原
所
田

少年男子
司
司
樹

博
忠
和

山
部
田

西
矢
山
賀滋

永
明
忠

光
俊

田
郷
根

角
久
関

本栃
一
悦
二

勇
誠
俊

藤
美
内

丹
楠
島

森青

少年女子
|

村
口

平
河
原

子
美
子

美久
茂
恵

大  阪 |

l

高  知
理
香
枝

由
圭
史

田
村
田

浜
田
寺

森

高

山
柳

西
下
沼

子
子
代
々
明
奈
瑞

◎第33回 昭和53年 やまびこ国体 長野県塩尻市立体育館 (総合優勝 熊本県 )

種 別
fi |こ 位

―́ 般
j

|

千 葉
男
博
夫

光
和
龍

所
場
村

田
大
西

勇
裕
男法

木
山

棒
鈴
九

潟新
r相 川
川 {米
t堂谷内

イi
●
Ｌ

進
隆
均

成

年

男

子
教 員

|

熊  本
参
悟
文

勇
　
芳

藤
津
中

工
稲
田

川
田
田

谷長
舛
和

進
光
修

士ロ石
|

群  馬
司
夫
和

勇
恒
盛

井
原
崎

今
栗
岩

谷
秋
東
本
海林

大 販

代
子
子

津美
幸
文

|

|

福  岡
桶
丸
山

本

山

口

子
江
子

〈
ロ
百
富
峰 |

栃  木 '召

 育ヒ
日 山
日向野

子
子
枝

久
裕
藤

成年女子

少年男子
憲
二
章

俊
浩
哲

石
藤
上

本
権
井

本
j

l

tlt tr,
人
弘
徳

雅
正
英

井
嵐
貝

●
‐

桜
五
須

浩
司
司

正
悟
栄

科
田
嶋

保
横
川

賀滋

リ
|

栃  木
上
高
海

野
用
賀

子
子
美

代加
康
里

子
子
子

裕
恵
ス

川
口
田

合
原
北

阪大

|

美
枝
子

広

一
優

岡
沢
藤

月
中
斉

潟新少年女子
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◎第34回 昭和騨年 日本のふるさと宮崎国体宮崎県西都市民体育館 (総合優1券
順 位

位 位 イこ

成

年

男

子

一 般

教 員

成年女子

少年男子

少年女子

MEMO

・Ｖ

-34-
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第34回国民体育大会バ ドミ ン トン競 技 男女総合 (天皇杯得点)成績採点表

. 1. |,||11に

―
ｌ
　
ω
Ｏ
　
，
‐
い
０
１
１

成 年 男 子 少年男子 成年女 F・ 少年女 r

|IJi 種

別

得

イ|

手亜

り||

イ1ト

`'i

ll

男 女 総 合 (天 皇 杯 得 点 )成 績
‐般の部 教員の部

部

得
占

言|

種

男1

イ尋

占

順

位

種

"」

`等
`'i

種

月1

得

占

算 出 基 礎

競

技

得

`'i

種
別
優
1券

得

参

カロ

`早占 計 イⅢ

得

占

得

1'i

北 ,毎 道

青  森

岩   手

宮  城

秋  |‖

山  形

福   島

茨  城

栃   木

10 群   馬

11 埼  玉

12 千   葉

東  京

神 奈 川

13

山  梨

新   潟16

17 長     野

18 富   山

19 石   川

順 1部

位

サ1贋

イ;:

|

１４

一

１５





↑田    ′■

21 静  1司

22 愛   知

23 1「

24 岐   阜

25 滋   賀

2(, 京  都

27 大   阪

28 兵  庫

2ヽ ) 奈   良

和 歌 山3()

31 鳥  取

32 島  根

33 岡   山

31 広   島

35 Lli !l
3(, 香  サII
37 徳   島

38 愛   媛

(ヤ | 高  知

常,i   l司

41 佐   賀

長  崎

熊   本

11 大  分

宮  崎45

4(' 鹿 児 島

47 沖  縄

バドミントン 男女総合採点表
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一
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第34回国民体育大会バ ド ミ ン トン競 技 女子総合 (皇后杯得点)成績採
点表

総合成績計算委員長

女 子 総 合 (皇 后 杯 得 点 )成 績
少 年 女 子成 年 女 イ

位

〈
ロ

計

参

加

得

点

礎算   出   :基
競
技
得
点
算
出
順
位

競

技

得

点

種

別

得

点

合

計

種

別

得

点

種

別

得

点、
エ

北 海 道

青   森

岩   手

宮  城

秋   田

山  形

福   島

茨  城

栃   木

1() 群   馬

11 埼   玉

12 千  葉

13 東   京

14 神 奈 川

15 山  梨
16 折   潟

17

18 富   山

石  '‖

―
‐
　
ω
ヽ
，く　
ω
∝
――

19

長   野





2(, 福   り|:

孝F   I瑚21

22 愛   矢11

23 ,|,

24 岐   阜

滋   賀25

26 京   都

27 大  阪

28 兵   庫

奈   良29

30 利 歌 1lI

31 鳥  取

32 島   根

岡  11138

34 広   島

35 山  11

香  り||36

'7

徳   島

38 愛  媛

39 高   知

40 福   岡

41 佐   賀

1.: 長  崎

43 熊   本

44 大   分

45 宮   崎

46 鹿 児 島

47 沖  縄

||||||||||||||||||                                       |||||||||||||||lll

■■

一一

■■■|
バドミントン 女子総合採点表

|

I



都道府県別参加一覧表

ブ
ロ
ツ

ク

県  名
監
　
　
督

成年男子 成
年
女
子

教
員舟セ

少
年
男

子

少
年
女
子

言十

ブ
ロ

グ

県  名

監
　
　
督

成年男子 成
年
女
子

少
年
男
子

少
年

女
子

計
一
般

教

員

北海
道
北海道 20

12

4

8

`1

12

4

4

12

4

4

12

4

4

12

4

8

12

`1

8

12

|

12

近

畿

滋  賀

東

」ヒ

青 森 京  都

岩  手 大  阪 16

宮  城 兵 庫 4

秋  田 奈  良 8

山 形 和歌山 8

福  島

中

国

鳥 取 8

東

茨  城 島 根

栃  本 岡  山 20

群  馬 広  島 4

埼  玉 山  「 I 4

千  葉

四

国

香  川 16

東  京 徳  島

神奈川 愛  媛

llr t! 高  知 8

ゴヒ

信

越

新  潟

九

|‖

福  岡 8

長   野 佐  賀

富  山 長 崎 4

石 りII 熊   本 20

福  井 大  分 4

東

海

静  岡 宮  崎 20

愛   矢ロ

重 沖  縄

岐  阜 参 加 総 計 54 141 30 30 30 380

-1391-
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参加チームー覧表 (監督 。選手名)

番 号 県  名
成 年 男 子

成 年 女 子 少 年 男 子 少 年 女子
‖, 教  員

1 北 海道

平山

遠藤

本村

九原

三城

好男

敏男

正敏

西村

菅原

りLIL

月L谷

幸衛

宏志

和也

敏美

越 前屋直 行

高野 美千子

田垣 恵美子

吉村 恭 子

二十嵐宣善

常通  博
内田 智秋
′」ヽ慣司  清統

山名 国裕
藤本 三津 子

桝 田 令子
竹川 さよ り

2 青 :森

佐藤

須藤

大川

オ寸テこ

清志

茂

信 昌

英美

横 山

佐藤

宮崎

花田

正二

光伸

雅 秀

康夫

藤 Hl

松田

工藤

岡崎

根

敦子

孝子

優子

3 岩  手

杉田 忠光
佐 々木彦 士

佐 々本邦夫

高田  満

1 宮  城

今野

木戸

千葉

自岩

虔

純 一

仁

良治

木村

斎藤

中川

加藤

敬次 |

侃 |

忠博 |

信樹
|

鈴 木

桜場

井上

佐藤

務

光浩

克己

文彦

秋  田

6 山  形

博 衣

秋 庭

九 山

岡 田

健 泊

一生

勝美

寿紀

武 田藤 一郎

永井   司
横 山  正
鹿野  昭男

清水  秀裕
佐藤栄美子

阿部  ネL子
庄 司ひろみ

福  島

斉藤

山口

深 谷

橋本

勝

栄一

敬 一

遊 二

8 茨  城

大川健太郎

佐藤  利 昭
関本  昌和
井 _L 定男

| 栃  木

政 男

吉彦

正義

幸一

小塙  宏人
日山 裕子
El向 野藤 枝

大嵐  和代

別井  晃
馬場  良浩
小野 日 正
大島  正志

―

“

―

館里子

工藤

高橋

村上



番
';

県  名
成 年 男 子

成 年 女 子 少年 男 子 少 年 女 子

般 教  員

10 群  馬

西巻

今井

栗 原

鋪 木

育夫

勇司

恒 夫

智博

11

五十里光秋

阿 部  秀夫
帰 山 好和
高橋  清治

12 千  葉

峯元

田所

大場

織本

一匡

光男

和博

富之

臼井

上 田

丸 山

中 村

俊 治

勉

秀之

新一

牧野  建夫
上久保美恵子

小 菅  智子
二藤 部博子

13 東  京

小 泉

伊藤

保坂

佐藤

直坦

澄

住 人

孝広

11 神 奈川

鈴 木

小 島

高橋

菅

勝 之

一平

清

敏明

瀬 戸

杉 [Л

松 本

池田

孝

博

友行

隆 治

15 山  梨

自倉

保坂

金 子

滝 川

一民

和也

寛

修

16 新  潟

佐 藤

吉 H〕

橋 崎

藤 尾

俊 夫

孝 良

則宗

隆

捧    勇
佐 野栄美子

平野   幸
池 田 信子

佐 藤  秀夫
藤井 直子
遠藤 えり子

冨岡 栄子

17 長  野

平 林

百瀬

矢野

石 川

良治

健 司

貴直

澄 夫

18 富  山

河 村

今 泉

牧 野

米 沢

博 之

勉

光男

和 男

正 木

清 水

中 島

二上

史郎

芳隆

三郎

敏博

19 イT   り||

オl西

堂 谷内

米

原

均

正隆

敏夫

中島  寿稽
長 谷川 進
和 田  修
舛 田 吉光

河原山晴 夫

坂 井外喜 男

金谷  賢一
村 本 幹夫
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番 号 県  名
成 年 男 子

教  員
成 年 女 子 少 年

';子
少年女 子

20 福  井

竹内

川端

神 戸

高 岡

泰一

武和

照

桂

21 静  岡

七沢

笠 井

後 藤

井 出

宏光

好美

和 之

裕雄

中嶋

中 田

後 藤

宮崎

鎮也

稔

照彦

寿夫

22 愛  知

松 島

山本

梶 川

坂 本

f果

秀樹

博之

昌嗣

田中

平 松

平岩

山崎

章喜

孝孔

友憲

実興

伊藤  雅昭
丸井 ひ とみ

奥村 ひろみ

桜 井  由美

23 ,E

大世古吉弘

南   善雄
西城   博
平 田 欽 也

24 岐  阜

河 田 茂 雄
長 谷川 哲
平 野  幸彦
岩 田 甲 司

上 原

名 和

戸 田

野 入

章

和子

洋子

弥生

天野

和 泉

戸崎

戸 崎

鎮一

仲次

守雄

友博

25 滋  賀

藤 上

藤 原

藤 上

脇 坂

良英

健 二

良信

重之

26 京  都

山 本

飴 田

松 永

小 日

博

純 一

正雄

剛

27 大  阪

嵯 峨

和 田

松 ロ

谷 島

健 一

泰寛

金彦

助男

宝 来 敏夫
杉 田 忠邦
仲 尾 信一
伊 勢田善昭

品 川1 則之
東海林文子

葛 西  明 チ
原 11 息子

片 岡 輝明
北 田 ス ミ子

植 田 日出子

冨 田美千代

28 兵  庫

平林

児島

本島

酒 井

弘嗣

晋

行雄

雅 一

29 奈  良

木村

服 部

雇与オナ

茶 谷

寛

明

禎訓

正美

章

昌史

勝志

聡

谷 口

貴 田

古 賀

藤 井

．
ヽ

＾
４

‘
τ
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番 号 県  名
成  年  男  子

成 年 女 子 少 年 男 子 少 年 女 子
教  員

30 和歌山

武藤

穂 谷

山本

米 山

隆志

真弘

茂樹

正和

宮崎

森

門問

宮崎

弘志

隆

幹夫

康夫

31 鳥  取

山根

高 真

出石

栗原

怜

広

勉

隆政

福本

庄 司

山本

岸

国愛

毅

英 司

利也

32 島  根

高麗  久義
松尾 益吉
多久和次郎

平井  謙

33 岡  山

虻江

藤 原

芳上

藤 原

優

航

一男

道弘

柳本

三宅

岡本

小 田

莞 敏

勝

次郎

和 文

日本

石田

小寺

岡部

武利

雅子

裕美

五 月

小原

前田

竺原

秋柴

健 吾

雅美

博文

裕之

毛利

松島

天野

原田

清 志

万子

真理

美和

34 広  島

花本 良蔵
中居 昌樹
杉原  安幸
志田原友逸

35 l」   11

福 永

林

三井

松本

正一

道彦

裕

克彦

36 香  川

大 森

日下

新 田

辻 本

博 一

昇

義文

義文

秋山

藤原

竹 林

金崎

隆城

和文

良明

孝二

東条 フ ミ子

平井佐 代子

山田  高子
前川加代子

地下

岡野

小 西

竹 田

義文

佳治

太

佳央

37 徳  島

加 林

勢 喜

増 金

戒野

章

雅章

秀行

裕二

平岡

四宮

松本

福岡

嘉泰

澄夫

利春

卓一

38 愛  媛

平木

奥田

池田

逸見

弘一

啓介

節 幸

寛二

39 高  知

能也

定満

敏男

茂穂

山本

堀川

谷岡

門田

勝賀瀬健三

高鴨 芳香
清藤  和
田内 和美
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番 号 県  名
成 年 男 子

教1 員
成 年 女 子 少 年 男 子 少 年 女 子

40 福  岡

西本  孝
野 見山弘次

江 口 俊彦
本 石  幸一

村尾

鎗 水

中 島

梅 崎

隆

浩吉

政人

雄二

41 佐  賀

築地

大 谷

犬塚

」ヒオす

孝彦

稚行

逸郎

照夫

42 長  崎

柿 本

香 島

浜 司

吉 岡

修宜

正佳

晃

律

43 熊   本

築 山 元博
工士 恭 司
田 中 恒 典
本村喜美生

本 郷

工 藤

稲 津

野 口

節生

勇参

悟

誠也

本村  弘典
後藤  早苗
大村 多喜 子

相 良 裕美

西田淳二郎

権 藤  浩二
村 上 英介
井 上 哲章

西田 寿明
川添  安代
高峯 和子
陣 内貴美子

44 大  分

弘 山

吉 田

佐 藤

谷上

元

信之

紘一

和年

45 宮  崎

吉 野

徳 永

野 中

黒 木

幸一

英敏

芳郎

雄二

小 村

山内

蓑 毛

松浦

周作

勇紀

党

良一

大 田原武美

秦  稚枝子
馬 渡奈保 子

一 政  由子

橋 口

小 村

伊 藤

佐 藤

学

和義

芳文

宏一

|

河野 真積
川 畠真由美

稲留 聡 子
石 原真 由美

|

鹿 児島

原 口健 二郎

前野親二郎

梯   辰弘
秋 武 達朗

47 沖  縄

又 吉  懇
屋 比久 潔
津 嘉山 孝
大城  義徳

■

大 会 の 注 意

1.各競技、練習会場とも、運動ぐつは競技用と屋外用をはっきり区別すること。

2.競技区域内には、競技者および役員以外は立ち人らないこと。

3.会場内は禁煙。喫煙は指定の場所ですること。

4.貴重品、その他の持物については、各自の責任において管理すること。
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第 1練習会場 (妻高校 )日

程

会 場

時  間
コ｀
ト

12:00～ 13:30 宮 崎T 宮 崎M 宮 崎L 宮 崎B 宮 崎G 千 葉T

13:30～ 15:00 秋: 田T 福 島T 宮 城T 宮 城B 新 潟L 新 潟C 山 形T
１２
日
ロ

15:00～ 16:30 北海道T 北海道M 北海道L 北海道B 北海道G 沖 縄T 栃 本T

9:00～ 10:15 宮 崎T 宮 崎M 宮 崎B 宮 崎G 福 島T 鳥 取T

10:15～ 11:30 熊 本T 熊 本M 熊 本L 熊 本B 熊 本G 鹿児鳥T 宮 城T

11:30～ 12:45 岡 山T 岡 山M 岡 山L 岡 山B 岡 山G 川 T香重T

12:45～ 14:00 石 '日 T 石 川M 石 川B 千 葉T 千 葉M 和歌山T

14:00～ 15:15 福 岡T 福 1司 M 大 分T 岐 阜L 岐  阜B 岐 阜T 山 形T

13
日
(D

15:15～ 16130 愛 知T 愛 知M 愛 知G 沖 縄T 長 野T 島 根T 折 潟T

14

日
(日 )

9:40～ ll:00 奈 良T 高 知T 鳥 取T 鹿児島T 静 岡T 福 島T

11:00～ 12130 熊 本M 山 形M 徳 島M 北海道M 神奈川M 香 川M

12:30～ 14:00 岐 阜B 北海道B 愛 知G 山 形C fち  矢口G 1議| |IIG

14:00～ 15:30 和歌山T 岡 山T 千 葉T T C 香 '‖ T

第 1日 日

１５

日

仰

15:30～ 17:00 T  ⑤ 滋 賀T :FT

T ②

T C T  ⑦

8:30～ 9:15 T ① 富 山T 宮 城T T  ⑫ T ⑬ 福 井T

9:15～ 10:30 宮 城B 奈 良B 香 '日 B 宮 崎B B  ② 栃 本B

10:30～ 12100 G  ② 大 阪C 大 阪L L  C 宮 崎L 岐 率L

12:00～ 13:30 M ⑤ M M ⑦ M C M  C M  ⑩

13:30～ 15:00 T  ⑫ T ④ T  ④ T ④ T  ④ T C

第 2日 目

１６
日
∝

15:00～ 16:30

8:30～ 10:00 L ③ L  ⑤ L  C C  C C C

10:00～ 1110o

L  ④第 3日 目

１７

日

印 11:00～ 12:00

T  O T ⑮ L  ⑦ L  C M ① M ⑩第 4日 目
18
日

"

8:30～ 10:00

ウ ォ ー

- 59 ～ 60

|

宮 崎L
|

千 葉G

総合開会式

背 森T

|

一　

　

　

一

「
―
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エロ   F
↑王 7マ

:練習会場 (妻中学校 ) 第 3練習会場 (西都商業高校 ) 第 4練習会場 (妻北小学校,

千 葉M 千 葉G

u ttM 山 形B 口1 梨T

栃 木B 岩 手T 香 川T 香 川M 香 川L 香 川B栃 本L

誌 取 M 静 岡T 静 岡M

1崚 C大ヨ 城B 富 山T 富 山M 大 阪T 大 阪M 大 阪L 奈 良B 群 .5T奈 良T

北海道L 北海道G肇 川M 香 川L 香 川B 北海道T 北海道M 福 井T 高 知T 111i ttG

:口歌山M 神奈川T 神奈川M 青 森T 青 森M 「]森 L .|ヒ

"l,1l B

栃 本L オ|う  木B栃 本T

秋 IHT 山 梨T 岩 手T 都T 佐 賀TL 形M lll ttC 滋 賀T 徳 島T 徳 島M

埼 玉T I11 11T十∫I. 新 潟G 茨 城T 長 崎T 東 京T 愛 媛T 広 島T 庫 T

和歌山M 鳥 取M 福 岡M 受 知M 宮 lhM―ミングア ップ会場

宮 崎M 1司  :IIM

静 同M

|マ  森M 大 1坂 M 価l lllB 石 川B

新  ,「;L 北海道L riヒ  本L ;1「  森L T  C

栃 本T T  C 千 葉M M ①

石 '|IT

石  ,‖ M

青L ^T T  C T C 神奈川T 1ヒ 1llサ ,11・ T  ⑩

大 阪T T  C T   t, 鮮 馬T B  C

C (T 宮 崎G 千 葉G 北海道C

tヒ  本B

熊 本C

‖う 木I. M  _3 M‖| ||IL 香 川L L ②

T ⑩ T   17 T   tg T  19 T   20 T   21

T  0 T  ④ T  ⑩ T  C

B B  ■′ B  CB (3)

C  C C  C M C M ⑫ M 0 1ヽ     11

T  ⑩ T   41 T  C T (43

B  C B    8 C  C (1
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:(成年男子 )
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都道府県名 種 別
泊
員

宿

人 宿 舎 名 宿舎
番号 所  在  地 電話番号

北 海道

成年男子 吉 野 重 夫 13 西都市大字
~1宅
3190 (09834)

2-3004

成年教員 松 浦 繁 富 11 人字 :宅 3216 2-2473

成年女子 酒 井 盛 行 14 大字右松2313-1 2-2002

少年男子 松 浦   林 12 大字二宅3210 2-5827

少年女子 4 松 本   盛 15 大字右松2297-7 2-4937

青  森

成年男子 5 黒 木 幸 敏 大字南方3222-2 2-3502

成年教員 ′
1 沼 口 定 美 6 大字南方2188 2-2025

成年女子 竹 尾 正 臣 大字南方3303 3-0486

岩  手 成年教員 大 西 岩 男 大字南方1635-1 2-2192

宮  城
成年教員 4 池 沢 哲 尋 9 大字南方1635-3 2-5631

少年男子 4 矢 野 房 [〕 大字南方2538-1 7-5301

秋  田 成年教員 み ず し ま 111 大字南方226-3 3-0319

山 i形

成年男子 馬 渡   徹 大字南方3196 3-1477

成年教員 み ず し ま 111 人字南方226-3 3-0319

少年女子 田 中 イツ子 大字穂北5872-32 2-4082

福  島 成年教員 4 み ず し ま 111 大字南方226-3 3-0319

茨  城 み ず し ま 111 3-0319

栃  木

成年教員 み ず し ま 111 3-0319

成年女子 中 園 洋 子 24 大字■宅3071 2-5864

少年男子 井 上   定 27 人字二宅3014 2 -3040

群  馬 成年教員 み ず し ま 111 大字三宅226-3 3-0319

11 埼  玉 成年教員 111 3-0319

千  葉

成年男子 松 浦 兵 市 26 大宇三宅3015 3-1863

成年教員 吉 野 英 機 16 大字三宅4001 3-1274

少年女子 児 王 道 雄 25 大字三宅3071 3 -lr41

13 東  京 成年教員 吉 野 英 機 16 大字三宅4001 3-1274

神奈川 成年男子 児 玉 誠 夫 23 大字三宅3079 2-3022

都道府県別監督・選手宿舎一覧表

　^
ｔ

― 162 -

:

3 1

| |

成年教員

み ず し ま



都道府県名 種 別
宿泊
人 il

宿 舎 名 宿合
番号

所   在  地 電話藩
';

14 神奈川 成年教員 `1 松 坂   勇 17 西都市大字 i宅4055
(09834)
2 -3821

15 山  梨 成年教員 4 山 本 直 幸 21 大字 _1宅3094 3-0542

16 新  潟

成年教員 4 吉 野 繁 敏 22 大字三宅3“ 5 2-3025

成年女子 4 相 良   弘 37 大字清水163-2 7-3451

少年女子 りII 日 正 治 39 大字清水1146 2-5138

長 里r 成年教員 1 清 水   社 28 大字三宅3011 2 -3044

富  山
成年男子 5 寺 山 房 美 34 大字清水251-1 7 -3498

成年教員 4 広 沢 常 康 30 大字三宅3014 3 -1722

石  川

F,支 年男子 4 清 水 宗 諦 大字清水637 2-2336

成年教ケ1 4 小牟田 英 心 31 大字清水291 3-0741

少年男子 4 小 宮 政 治 36 大字清水126-1 2-3963

20 福  井 成年教員 八 木 忠 臣 32 大字清水189-1 2-2325

21 静  岡
成年男子 橋 口 和 佳 41 大字有松2858 3-0432

成年教員 4 寺 |力  房 男 33 大字清水225 7 -3506

22

成年男子

愛  知 成年教員

少年女子

4 橋 口 和 佳 11 大字右松2858 3 -0432

′
1 ′りヽ  里子      日召 38 大字清水752-7 3 -2345

4 永 松 文 憲 43 大字右松2838-4 3-1727

23 ti
|

らk′ li孝文rl 横 山 人 見 45 大字妻22-3 2-2107

24

F,x年教員

岐  阜 成年女子

少年男子

4 46 大字右松2911-1

4 井 上 定 光 42 大字 i宅 4320 2 -2130

4 長 峰 恵 男 44 大字右松2838-1 3 -0879

25 凛

“

'| 成年教員 4 横 |口    昇 52 大字 i宅4635-6 2 -2727

26 ,lt 者|∫ 成年教員 4 大字童 F丸 541 3 -0612

27 大 阪

成年男子

成年教員

4 111 本 1貞  善 54 大字童子九19 2 -2824

4 宇日l津 雄 策 57 大字童子丸541 3-0612

,t年 女 i 4 那 須 茂 松 53 大字三宅4542-2 2 -2722

少年女子 5 横 山   悟 51 大字 _三宅4641-1 2 -2264

-63-
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都道府県名 種 別
宿泊
人員 宿 舎 名 宿舎

番号 所  在  地 電話番号

28 兵  庫 成年教員 4 橋 口 貞 雄 58 西都市大字童子丸591 (09834)
3-0759

奈  良
成年教員 4 牧   久 夫 59 大字童子丸605 3-0125

少年男子 4 大 沢 哲 稔 56 大字童子丸486 2-2261

30 和 歌山
成年男子 1 阿 万 藤 次 55 大字童子丸511 2-2844

成年教員 4 沼 口 定 保 66 大字右松1188 2-2868

鳥  取
成年男子 4 沼 口   敏 64 大字右松1089 3-1881

4 原 田   昭 103 大字妻715 3-1576

32 島  根 成年教員 5 井 上 隆 夫 68 大字三宅77 2-2260

33 岡  山

成年男子

成年教員

4 沼 日 正 照 65 大字右松1116 2-2375

4 横 山 京 F 69 大字三宅84-3 3-4405

成年女子 4 沼 口 義 澄 大字右松1648
|

|

3 0639

少年男子 4 長 友 忠 市 67 大字右松1964 2-2888

少年女子 4 矢 野 義 憲 61 大字右松1721-1 3-1540

34 広  島 成年教員 4 横 山 京 子 69 大字三宅84-3 3-4405

35 山  口 成年教員 5 宮野原 英 俊 71 大字調殿327 3-0768

香  川

成年男子 4 加 藤 広 文 72 大字調殿351 3-1784

成年教員 4 片 岡 忠 雄 81 大字三宅762 7-2565

成年女子 4 杉 尾 テ ル 76 大字妻107 2-2235

少年男子 4 清   郁 夫 75 大字調殿839 3-1047

37 徳  島
成年男子 4 岡 本 孝 夫 74 大字調殿236-4

成年教員 4 戸 高   栄 大字三宅714 7-2556

38 愛  媛 成年教員 4 矢 野 又 二 83 大字
~1宅
766 3-1669

39 高  知
成年教員 4 長 友 幸 助 84 大字三宅820 7-2581

少年女子 4 重 永 浩 子 73 大字調殿340 2-5731

40 福1 岡
成年男子 5 原 田   稔 92 大字岡富599 2-2507

成年教員 4 長 友 和 美 85 大字二宅804 2-251()

佐  賀 成年教員 4 甲 斐   章 86 大字三宅239-2 2-2272

【「
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成年教員
|

62

36

2-3416
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都道府県名 種 別
宿泊
人員

宿 舎 名 宿舎
番号 所   在  地

T

|

|

電話番号

長  崎 4 米 良 松 芳 96 西都市大字岡富532 (09834)
7-2403

43

成年男子

成年教員

熊   本 成年女子

少年男子

少年女子

4 日 高 富 雄 91 大字岡富633-3 2 -2560

4 伊 東 民 義 97 大字岡富517 7-2407

4 海老原 貞 則 94 大字岡富531 7-2397

4 伊 東   勤 93 大字岡富581 7 -2383

2 -25344 米 良 幸 夫 95 大字岡富497

44 大  分 成年教員 4 伊 東 勝 文 大字岡富500 7 -2402

成年男子

成年教員

45 宮  崎 成年女子

少年男子

少年女子

5 河 野 寿 夫 106 大字妻346-1 2 -3698

5 徳 永 行 男 101 字平田1678 3 -0657

5 児 玉 勝 美 102 大字三宅1193 3 -4460

5 門 川1 初 枝 104 妻町2-26 3 -2031

5 宅 豊 子 105 大字妻1449-27 3-1811

鹿 児島 成年教員 4 長 友   党 99 大字岡富493 7 -2428

沖  縄 成年教員 `i 伊 東 重 遠 100 大字岡富476 7 -2421

茨  城 視 察 員 1 藤 田 食 堂 131 大字右松2毬4-3 3 -0165

栃  本 19

群  馬 1 山 田 温 泉 136 大字山田4198-1 4-3741

神 奈川 7 藤 田 食 堂 131 大字右松2484-3 3 -0165

25 滋  賀 15 山 田 温 泉 136 大字山田4198-1 4 -3741

32 島  根 6

33 岡  山 1

本部役員

役   員

旅 館 峡 都 124 大字妻238-4 3-0356

錦  旅  館 112 大字南方264-3 3 -1551

鎌 田 旅 館 122 大字妻593-1 3 -1056

御 陵 の 茶 屋 132 大字三宅4941 3 -0788

あ か の や 133 大字右松1613-3 3-3330
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大 会 本 部 宿 舎 一 覧 表

日体協・文部省宿舎

都道府県本部宿舎

団 体 名 宿  舎  名 所  在  地
言舌

市外局番 局 番 番  号

日 体 協 宮 崎 観 光 ホ テ ル 宮崎 市 松 山 1-1-1 0985 27 2 2

文 部 省 宮 崎 観 光 ホ テ ル 宮崎 市 松 山 1-1-1 0985 27 2 2

都道府県 名 宿  舎  名 所  在  地
話

市外局番 l.j番 番  号

北海道 ホ テ ル 神 田 橋 宮崎市橘通り東 1-14-27 0985 25 55

1午  森

秋  田

岩  手

宮  城

山  形

福  島
|

臨   江   亭 宮 崎 市 松 山 1-12-26 0985 24 1150

茨  城
|

10 群  馬 江   南   荘 宮崎市淀川町 1-2-9 0985 51 5 01

11 埼  玉

12 千  葉

13 東  京

11 神 奈川

15 新  潟 臨   江   亭 宮 崎 市 松 山 1-12-26 0985 24 50

16 富  山

17 ri  り||

18 福  井

19 山  梨

一マ
´

-66-
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`

言舌

者|:道 |「1県 名 宿  舎  名 所  在  地

2() 長  野 臨   11:  亭 宮 崎 11テ |_lll l-12-26 0985 24 1150

21 岐  阜 ホ テルフエニ ノクス 宮 1`r市 松 山 2-1-1 0985 6111

22 静    岡 ,

23 愛   知

01
24 重

25 滋  賀 ,

|

|

む
兵  庫

コ  ‐1 一褻
一
■

宮崎グランドホテル 2宮 崎 松 山 2 o985 22 2121

30 利 歌山 F

31 鳥  取

32 島  根

F1  11 橋 ビジ不スホ テル 宮 崎 市橘 通 り東 1-31 0985 27 6868

34 広  島 臨 江   亭 -F;[f, fit rx t -12-26 0985 24 1150

35 山  口 橘:ビ ジネスホ テル 宮崎 市橘通 り東 1-3] 0985 27 6868

36 徳  島 待 日

¨ 宮 崎 市 吾 妻 町 38 098 24 3618

37 香  川

38 愛  媛

39 高  知

4(, 福  岡 ひ ま わ り 荘 宮 崎 市瀬 頭 2-4-5 0985 24 5285

佐  賀

42 崎長

43 熊  本 1 |卜  : |

11 人  分 1

45 宮  崎 ホ テ 'レ 太 陽 宮 崎 市 川 原 町 2-27 0985 25 8407

46 了t: りここ, ,工     「有    ィ性 宮崎 市淀川町 1-2-9 0985 51 5101

47 ホ テ ル 太 陽 宮 崎 市 川 原 町 2-27 0985 25 8407

― 167-

|

~~~T~~~~~~¬~~~~~~―~~~~~~~~‐-1
市外に}希  IⅢサ番  汗  'ナ

―

―

―

―
十
１

261京  都 |   ″   |   ″

271大  阪 |     ″     |      ″
■

~~

」主」

―十一― 可
~~十 ~~

■

「 上ユ

」

「

上

■



(列 車 時 刻 表 )

宮  崎  発 佐 土 原 発 妻 発 杉  安  着

1

56
42

48

21

45

49

1

1

15

00
09

46

06
06

1

1

1

2

妻線下 り

妻 線 上 り

7

9

14

17

18

21

34
21
29

06

26
26

●
ヽ

杉  安  発 妻 発 佐 土 原 発 宮  崎  着

1

9

1 2

3

5

1

6

7

13

16

17
19

51

59

04

25
46

53

10

17
22
44

05

12

1

1

l

2

7

8

13

17

18
20

30

37

40

09

41

38

(国 鉄 バ ス )

妻 線 上 り

妻 線 下 り
杉 安 駅 発 妻  駅  発 宮 崎 駅 着
７

　

８

　

９

　

１

　

３

　

６

８

28

31

16

16

36

26
36

1

l

1

42

45

30

35

55

40

50

1

1

9 : 41

12 : 31

14 : 51

´
ヽ

＾

宮 崎 駅 発 妻 駅  発 杉 安 駅 着

10 : 50

151 10

16 : 45

15

1

l

や

-68 -

7

9

14

16

18

21

44

31
39

16

35
36

7

9

11

14

16

17



列 車 時 刻 表

日豊線 (上り)大分・福岡方面

日豊線 (下 り)鹿児島方面

日 豊  本  線  (大分・小倉経由 )
宮 崎 駅 発 大 分 駅 発 博 多 駅 着 行 先

L特 急 にちりん 4号 6  :  08 9  :  31 12  :  39 博  多
急 行 日  南 2号 6  :  17 10  :  2() 12 : 37(小 倉着 ) 小  倉
L特 急 にちりん 6号 8  :  02 11 : 32 13  :  37(′ 」ヽ倉着 ) ′lヽ 倉
L特 急 にちりん8号 9  :  00 12  :  34 15  :  38 博  多
L特 急 にちりん10号 11 :∞ 14  :  (,8 17  :  39 博  多
急 行 17  :  ()8 19  :  25(′ 」ヽ倉着 ) 小  倉
L特 急 にちりん12号 14  :  08 17  :  34 20  :  39 博  多

にちりん14号 14  :  47 18  :  28 20  :  28 (′ ]ヽ倉着 ) 小  倉

にちりん16号 16  :  10 19  :  39 22 46

23  :  05 4  :  14 7 : ∞ (小倉着 )
博  多

急 行 日  南10号 門司港

宮 崎 駅 発 熊 本 駅 着 佐 世 保 着 博 多 駅 着

8 : 27 13.: 1() `ヽ

極

14 3 ()

行先

急 行 えびの 2号 博 多

えびの 4号 13 : 46 18 : 55 止 ～ 16 : 50 熊本

持急 お お よ ど 16 : 41 21 : 09
“

栖

22 :
佐 世保 方面

連絡 を し―‐22:5026
博 多

急 行 えびの6号 18 : 17 22 : 59 1L 熊本

宮 崎 駅 発 鹿 児 島 着 西 鹿 児 島 着 行   先

急 行 錦  ,11号 8 14 10 : 38-  10 : 43 山  り||

急 行 12 : 01 14 : 36→   14 : 41 西鹿児島

急 行 14 : 42 16 : 57-o  18 : `ヽ 4

特 急 富 士 15 : 45 17 : 56‐ ‐  18 :()3

L持急 にちりん 5号 17 : 32 19 : 44→   19 : 50

L特 急 |=ち りん7号 18 : 26 2(): 25-  21 : :ヽ 1

急 行 日  南 5号 20 : 33 22 : 56

-69-

日豊線 (下 り)熊本。長崎 。福岡方面

日  南 6号 1 13:∞

L特 急
L持急

|

・ lm 2号
14:51-15:01

急行

錦  江3号

錦  江 5号

22 : 50



ダ

イテ
官
シ

デ
ト ‖1言与lt 広 原 一里松 那 珂

翻E●●[『宮交シテイー西 都<彦嬰侵
佐 t原
′]ヽ  前j 瀬 |,

▲ .      . ,

|た1 都 穂uヒ駅

655
△ 710
720
730

805
820
▲  830
840
850
910
855
920
940
1(κX)

1025
1050
1105
1120
1130
△ 1140
1200
1210
1215
1240
1305
1325
1340
△ 14∞
1415
1435
1505
1525
1545
1600
1605
1615
1630
1645
1700
1710
△ 1715
1725
1730
1735
1755
1815
1835
1850
1910
1940
2005
2025
2050
2110

0円

720
730
740
755
815
830
840
850
900
920
905
930
950
1010
1035
1100
1115
1130
1140
1150
1210
1220
1225
1250
1315
1335
1350
1410
1425
1445
1515
1535
1555
1610
1615
1625
1640
1655
1710
1720
1725
1735
1740
1745
1805
1825
1845
1900
1920
1950
2015
2035
2100
2120

90

705 713
728
738
748
803
823
838
848
858
908
928
913
938
958
1018
1043
1108
1123
1138
1148
1158
1218
1228
1233
1258
1323
1343
1358
1418
1433
1453
1523
1543
1603
1618
1623
1633
1648
1703
1718
1728
1733
1743
1748
1753
1813
1833
1853
1908
1928
1958
2o23
20431
21081
21281

721
736
746
756
811
831
846
856
906
916
936
921
946
1006
1026
1051
1116
1131
1146
1156
1206
1226
1236
1241
1306
1331
1351
1406
1426
1441
1501
1531
1551
1611
1626
1631
1641
1656
1711
1726
1736
1741
1751
1756
1801
1821
1841
1901
1916
1936
2006
2031.
20511
21161
21361

20090

726
741
751
801
816
836
851
901
911
921
941
926
951
1011
1031
1056
1121
1136
1151
1201
1211
1231
1241
1246
1311
1386
1356
1411
1431
1446
1506
1536
1556
1616
1631
1636
1646
1701
1716
1731
1741
1746
1756
1801
1806
1826
1846
1906
1921
1941
2011
2036
2056
2121
2141

745
755
805
820
840
855
905
915
925
945
930
955
1015
1035
1100
1125
1140
1155
1205
1215
1235
1245
1250
1315
1340
1400
1415
1435
1450
1510
1540
1600
1620
1635
1640
1650
1705
1720
1735
1745
1750
1800
1805
1810
1830
1850
1910
1925
1945
2015
2040
2100
2125
2145

260 300

730 735
750
800
810
825
845
900
910
920
930
950
935
1000
1020
1040
1105
1130
1145
1200
1210
1220
1240
1250
1255
1320
1345
1405
1420
1440
1455
1515
1545
1605
1625
1640
1645
1655
1710
1725
1740
1750
1755
1805
1810
1815
1835
1855
1915
1930
1950
2020
2045‐

21051
21301
21501

757
812
822
832
847
9()7

922
932
942
952
1012
1037
1022
1042
1102
1127
1152
1207
1222
1232
1242
1302
1252
1317
1342
1407
1427
1442
1502
1517
1537
1607
1627
1647
17()2
1747
1717
1732
1747
1802
1812
1827
1827
1912
1837
1857
1917
1937
1952
2012
2()42

2107
2127
2152
2212

杉安 1人

580

849

1450 1459

390
▲  「 18

1820 1830
|.、 1 1850
1900 1910
I r,l 1930
1035 1945
11,55 2005
2025 2035
2050 2100
2110 2120
2135 2145
2155 2205

1000

,4('

1300
1325
1350
1410
1425
1445
1500
1520
1550
1610
1630
1645

1310
1335
1400
1420
1435
1455
1510
1530
1600
1620
1640
1655

1()()9

7551    805
8051   815
8151  825
8301   840
8501   900
9051   915
9151   925
9251   935
9351   945
9551 10∞
(船野岩崎経由)

10051  1015
10251  1035
10451  1055
11101   1120
11351  1145
11501   1200
12051  1215
12151  1225
12251  1235
12451  1255
(船野岩崎経由)

470
728
750

530
735

(1製:子ギ||.■ 11口 1,

17001  1710
17151  1725
17301  1740
17451  1755
17551  1805
(1,「 HI経 由,
18101  1820
(船野岩崎経Hl)

バ ス 時 刻 表

西
都

・
西
都
原

・
杉
安
峡
線

-7()―

ヤ



バ ス時 刻 表

C

宮
　
崎
　
線

杉安峡 穂北駅 西  都 瀬 11 件 上原′,ヽ   月1

△印は日祭運休
西都原、=
杉安峡
/́躙 都―宮交シティ

那 珂 ―里松 ri rc.l lfizn\ 神宮駅 卜  自
“

富  交

370
651
706
721
741
730
746
754
756
816
836
846
Ⅸ)6
926
1016
946
lCЮ 6
1026
1041
1051
1111
1126
1146
1156
1211
1236
1301
1316
1331
1346
1401
1416
1436
1456
1516
1526
1546
1641
1606.
16161
1626 1

1636 1

16561
1716 1

1736 1

1746 1

1756 1

1811 1

18311
1851 1

19061
1931 1

1946 1
2(X)61
2021 1
2036 1

736
754
802
804
824
844
854
914
934
1024
954
1014
1034

1049
1059
1119
1134
1154
1204
1219
1244
1309
1324
1339
1354
1409
1424
1444
1504
1524
1534
1554
1649
1614
1624
1634
1644
1704
1724
1744
1754
1804
1819
1839
1859
1914
1939

1954
2014
2029
2044

510
707
722
737
757
744
802
810
812
832
852
9)2
922
942
1032
lα)2
1022
1042
t057
1107
1127
1142
1202

1212
1227
1252
13171
13321
1347 1

14021
14171
14321
14521
15121
1532 1

1542 1

16021
1657 1

440

659
714
729

1622
1632
1642
1652
1712
1732
1752
1802
1812
1827
1847
1907
1922
1947

2002
2022
2037
2052

1"円

1018

1510

1813

91()

720
740
800
810
▲ 830
850
∝Ю
910
930
950
△1005
1015
1035
1050
1110
1120
1135
1200
1225
△1240
1255
1310
1325
1340
1400
1420
1440
1450
1510
1525
1530
△1540
1550
1600
1620
1640
1700
1710
1720
1735
1755
1815
1830
1855
1910
1930
1945
2000

1519

1822

100

で、 655

1027

620
630
645

700
710

919

:I HI● |ll

急 行

737
757
817
827
847
9)7
野経由,

927
947
1(X)7

1022
1032
1052
1107
1127
1137
1152
1217
1242
1257
1312
1327
1342
1357
1417
1437
1457
1507
1527

240
641

652
707
727
718
732
740
742
802
822
832
852
912
1002
932
952
1012
1027
1037
1057
1112
1132
1142
1157
1222
1247
1302
1317
1332
1347
1402
1422
1442
1502
1512
1532
1627
1552
1602
1612
1622
1642
1702
1722
1732
1742
1757
1817
1837
1852
1917
1932
1952
2CX,7

2022

|

( 抽
Ｗ
５５７
鰤
６‐７
観
６５７
７‐７
７２７
７３７
７５２
能
観
Ｗ
９１２
９２７
”
甑
岬
¨

６３
“
７０

．
７１
″
」ｔ

717

1∞
627
637
652
702

1537
1547
1557
1607
1627
1647
1707
1717
1727
1742
1802
1822
1837
1902
1917
1937
1952
2007

727
747
807
817
837
857

917
937
957
1012
1022
1042
1057
1117
1127
1142
1207
1232
1247
1302
1317
1332
1347
1407

737
745
747
807
827
837
857
917
1007
937
957
1017
1032
1042
1102
1117
1137
1147
1202
1227
1252
1307
1322
1337
1352
1407
1427
1447
1507
1517
1537
1632
1557
1607
1617
1627
1647
1707
1727
1737
1747
1802
1822
1842
1857
1922

1937
1957
2012
2027

320
647
701
716
736
726
741
749
751
811
831
84‐ 1

9〈)1

921
1011
941
1(X:)1

1021
1036
1046
1106
1121
1141
1151
1206
1231
1256
1311
1326
1341
1356
1411
1431
1451
1511
1521
1541
1636
1601
1611
1621
1631
1651
1711
1731
1741
1751
1806
1826
1846
19()1

1926

1941
2001
2016
2031

310
644
657
712
732

530
715
730
745
805
751

810
818
820
840
900
910
930
950
1040
1010
1030
1050
1105
1115
1135
1150
1210
1220
1235
1300
1325
1340
1355
1410
1425
1440
1500
1520
1540
1550
1610
1705
1630
1640
1650
1700

1720
1740
1800
1810
1820
1835
1855
1915
1930
1955

2010
2030
2045
2100

-71-



体育館 (発 , 栗   野 三 日 市 四 日 市 栗  野 妻 駅 体育館 (着 )

▲ 8:30
10:00
11 : 30

13 : 00

14 : 30

16 : 00

8:40
10 : 10

11 :4()

13 : 10

14 :40

16 : 10

8:42
10 : 12

11 :42
13: 12

14 :42

16 : 12

8 :44
10 : 14

11 :44
13 : 14

14 :44
16 : 14

8:48
10: 18
11 :48
13: 18

14:48
16: 18

|

8: 55

10: 25
11 :55
13: 25

14:55
16: 25

8:58
10:28
11 :58
13:28
14:58
16:28

9

10

12

13

15

16

03

33
03

33

03

"

循  環
、、
ヽノ ス 時 亥」 表

四 日市線 (9.9h33分 )

清 水 線

(S54.10.13～ 10.18)

(13日は運休 )

(7.8hn 26分 )

▲ 8:30
10:
11 :

市 内 線 (9.7b29分 )

杉 安 線 (19.4 km 52分 )

島  内

※ 14日は全線運休、 15日 ・ 16日・ 17日 の▲ Fpは運休

∞

∞

∞

３０

∞

8:
9:
11:
12 :

14:
15 :

２６

“

２６

“

２６

％

体育館 (発 ) 上 尾 筋 国   分 体 育 館 妻  駅

8:36
10:α5
11:36
13:(】 S

14:36
16:(Ю

8:40
10:10
11 :40

13 : 10

14 :40

16:10

8:42
10: 12

11 ・42
13: 12

14:42
16: 12

8

10

11

13

14

16

45

15

45

15

45

15

8:51
10:21
11 : 51

13:21
14:51
16:21

8:56
10:26
11:56
13:26
14:56
16: 26

よ甥尺|イト| 体育館 妻高人口 西都原 里rェ求ナ場 体育館 妻高入[| 妻駅 (着 )

▲ 8:00
9:30
11:(X〕

12:30
14:(Ю

15 :30

8

9

11

12

14

15

∞

％

∞

３６

∞

％

8

9

11

12

14

15

０９

３９

∞

３９

０９

３９

１４

４
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12:56
14 :26
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9 :47

11 : 17

12 :47

14 : 17

15 :47

8:18
9 :48
11:18
12 :48
14 : 18

15 :48

8:19
9 :49
11 : 19

12 :49

14 : 19

15 :49

8:24
9 : 54

11 :24

12:54
14 : 24

15:54

椿 原

石  貫 北 小 体育館 野球場 西都原 妻高人口

8: 30
10:(X)
11:30
13:00
14 :30

16 : 00

8:33
10:03
11:33
13 :03
14 :33
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8:36
10:06
11:36
13:(X,
14:36
16 :06

8:40
10 : 10

11 :40

13: 10

14:40
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10 :
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13 :

14 :
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45
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45

8:48
10 : 18

11 :48

13 : 18

14 :48

16 : 18
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13 :22

14 :52

16 :22
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国体 関係 電 話 番 号 一 覧 表

名 千

`~

所 在 地 電 話 番 号

県 国 体 実 施 本 部 県国体事務局内
0985-24-1111

県 記 録 本 部 0985-26-5546

実 施 本 部 西都市役所内
3-2277
3-l111
3-2278
3-2279宿   泊   本   部

現地本部 (高 校 野 球 会 場 ) 球場本部席 3-2266

3-2276

(バ ドミントン会場 ) 体育館事務室 3-2267

体育館ステージ

練 習 会 場 妻中学校体育館 3-1942

西都商業高等学校体育館 3-1944

妻北小学校体育館 3-1945

案 内 所 (バ ドミントン会場 ) 体育館案内所 (テ ント内)

輸 送 案 内 所 体育館南

3-2273
3-2274
3-1938`ハ タ、
3-1939い 水′

3-2275

案 内 所 (高 校 野 球 会 場 ) 球場案内所 (テ ント内 )
3-2271
3-2272

駅 前 案 内 所 妻駅前 (テ ント内 )

3-1940′
3-1941｀ 公衆)

3-2269
3-2270

訴l 旅 館

|コ 茶
|ぅ
|

み  ず   し ま

西都市大字南方264-3 3-1946

111ト 3-1947

226-3 3-1948

沼   口  旅   館 大字妻789-1
3-1949
3-1950

」ヽ  畑

山   田   温   泉

″  230 3-1951

大字山田4198-1 3-1950

清  水 地 区 民 泊 連 絡 所 清水公民館 3-2280

右  松 右松 3-2281

-73 -

3-2268

3-1943



名 称 所     在 地 電 話 番 号

赤  池 地 区 民 泊 連 絡 所 赤 池公民館 3-2282

四 日 市 四 日市 1)-2283

宅 宝  足 3-2284

法  元 法  元 3-2285

妻 ワ( 3-0846

杉 安 駅 3-0847

国 鉄 自 動 車 妻 営 業 所 3-0845

宮 崎 交 通 西 都 営 業 所 3-0026

宮 崎 交 通 タ ク シ ー 3-0028

西 都 タ ク シ 3-1222

日 の 丸 タ ク シ 3-0021

西 都 警 察 署 3-1355

西 都 保 健 所 3-1330

た
ヽ
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宮 崎 県 実 行 委 員 会 宮崎県体育協会

(種目別競技団体)

西 都 市 実 行 委 員 会
西都市体育協会

西
　
都
　
市

長

長

員

員

会
膳

会

副
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顧
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任
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運
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推
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渉
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総
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競
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式
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報
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警
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観
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接
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第34回 国民体育大会 西都市実行委員会機構図
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口弟 34 国民 体育 大 会
∠、

(市  長 )

(助  役 )
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日」
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本
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祝

地元銀行として地域の皆さま

のゆとりある暮らしを願つて

マイホームづくり、教育、結

婚、旅行、老後の生活安定な

どの資金づくりやご用立に役

立つよう幅広い情報の提供に

つとめています。

いつも身近かに

lP
リワ

全国の選手の皆さまの
ご健闘をお祈り致します

ゆとりある暮らしを願って。
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C.M.'RANDo

ril*rc.M.

器具はその用途に重要な役割を成し

良品が素晴しい技や記録を生みだす。′

C、 Mがスチールシヤフトラケットや.水鳥シヤトルコックを

開拓して既に20余年、特にシヤトルコッタの重要さの責任を痛

感じ懸命に研究を続けております。

消耗の激 しい用具は経済だけでな
く

パヮーや技を小形化 します。

抜群の耐久力と、一度使ったら

忘れられない独得の味、そして値段は何処よりも安
い。

水鳥シャトルコックのパイオニア

〒350-04 1奇 :玉1県入間君5走二
`生

回丁走』生:672‐ 27

日3言舌049292‐4855(イtヲ長|)

日本バドミントン協会検定合格球

全国選手権大会使用球 C.Mシャイン(打 )3,900円

ヽ

し

CoMIシヤインの風格



■ ブレーヤー待望の′■フェクトラケット多
よ′)高度 |=. そして多彩 |=を ,ていく′ヽ

ントンのフレーテタニ ′ク.そ のすべてσ
―:=― 本のラケ′卜が′ヽ一フェクト|=● it
す.ゴーt´ が門たした100%カ ートン・
グ'一
′`一シヤフト『カーボン・スラッグフ

トB-35・ B-30ト フレーヤーの強い要望 ||
た理想のラケ′卜の登場です.

■電子頭脳が答えた理想の構造

｀
●

[

20世 キこの科子が生んだ最高のラケ′卜素 ,Ⅲ
―■し 〉.このカーボレ崚織 を.ラケ′卜の′_

とヽヽわれるシャフト部分に使
"。

 この素 1●■
性 をいらばん効果的に発揮させる′・ め、1ヽ 1
のように方向の果なる薇維を3層 |=組み^
せました。この構造図式は.興 想のラク
をallり 出すという前掟のもとに.コ ンピ _「
がはじき出 した本えです.
さらにもう一歩理想に近ずくため.こ

~

造によるンャフトの['ン グテー′、一化をコンピ
ータは指示しました。

撮
"凛
彙カープ    ロ

▼

11卜壕員詳ネ刀σ)
トー`ノ | 1/V‐ ′

ヅ
″

最良の鳴
―
これを蝸 として期 さ

のはゴーtン のォ共術′,。 ヵ_ボ ン究極の:

を安定 して確保し.世 昇でも頬を見ない
%力 ~ボ ン●Uン グテーパーシャフト化に,,
しました。

■ カーボン・ ラケットの決定版
細1部にわたる測定テスト。このB-85・ B‐ ヽ
す′ヽでの点で他のカーボレ・ラケ′卜をt)
ました。カーボンの特性をこれ|工ど莞奎
かしきったラケ′卜は兒当りません。

刀
口

|■● 85・ 800の特色
|●軽量 (スピードあふれた .

10高 反発 /高弾性 (リ

1 
鋭い打球 )
●高強● (優 れた耐ク、||
●迅速を振動減女性、ふ
球後のラケ′卜の安定F
図:D参照)
●高応答性(打球の手応
え )ま さに長 所総 ,́,;
カーボ レ・ ラケ ′|い 決
定 版 .′ 堂 々 と市場 ●―t
カーボンスラツクフェスト
B-6(■ )3‐∞(白 )Y7.500
0バンブー●ウット合板
(I)1∝)%力 ~ボ ・́ロングテー′

●ヵルZ特

け

コンピュータとキャリアが生み出した
100%カーボン・ロングテーパーシヤフト

軽さと強さをかねそなえた
スーパーラケットの登場 .′

C●rbon
カーボンスラックフェスト B-35B-30
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手造 9燒酵
,

めくまれた:I環境に育つ名酒正春の逸品
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日本のふるさと西都原

老  酒西 都
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本格焼酎 720J
おリベ徳利 35%
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S‐81カーボデラックス 6
従来のス トレー トシャフ トと異な り、テー

パーシャフ トのため、シャフ トの「シナ リ」

が大 き くなり、よリー層の反撥力が増 し、

アタックにレシープに驚 く程のカーボンシ

ャフ トの特性が生かされております。 ■
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祝 参カロ選手の皆様ようこそノ
ご健闘をお祈り申し上げます

旅 館

一
一 1b
西都市妻町
丁EL(09834)3-0036

妻中
・テ1交

御 舟通 り 熊本ヘ
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また.ヨネックスならではのクリエイテイフなラケ′卜か誕生しました

世界で最軽量: なんと.10()g以下のフルカーホ/ン 峙フトラケノト.

カーボネックス8です フレームは特殊合金アルミ.ン ヤフトはフル
カーボン 強烈な′ヽワーを秘めなかぅこの軽さは.ま さ

`こ

世界チ

′ヽドミントンフレイか二歩も三歩0前進します このヒーローの登場て

8'8500CorbonexB ざい
▼
ⅦNEXカーホネックス・エイト1特殊アルミ合全フレーム・フルカーホノン・'フ ト‐
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縫製技術を誇るダーバン紳士服製造工場

0
宮崎県西都市大字鹿野田2662

電話 2-2255
代表取締役 東  正 敏

オーダーメー ド 紳士服

■ユニークなオーダーシステムで高級品を安く提供′′

ング

D'URBAN紳 士服

宮崎県西都市大字都於郡町5610

電話 ④ 5104
代表取締役 東 正敏

A

丸善衣料株式会社
〒543大阪市天王寺区堂ケ芝町193
TEL 06(773)0251 代表

西都クロージング株式会社
代表取締役 小  広  _i 男
〒881宮崎県西都市大字清水758
T E L09834(2)3800代 表
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第34回国民体育大会バ ドミントン競技
選手の皆さんのご健闘をお祈りします

東洋ソーイング株式会社

Uユニ
★高度な縫製技術
★豊富な素材
☆斬新なデザイン
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純i自のシャトルコックと黒のエイトシックス。

一瞬……クラッシュ′

パワー、コントロール性。その優秀さは、

打球感の違いが証it

世界初のオールグラファイトラケット

エイトシツクス

グラフアイトフレーム・グラフアイトシャフト

黒(ケース付)

その一唾わみ
打球感の極。

La旧田Ⅲクラフアイトシリース 字宙の美学から生まれたラケット

，
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河崎ラケットエ業株式会社


